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全
ト
協
は
４
月
７
日
︑
坂

本
克
己
会
長
を
本
部
長
と
す

る
﹁
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
本
部
﹂
を
全
ト

協
内
に
設
置
し
︑
指
定
公
共

機
関
と
し
て
政
府
緊
急
支
援

物
資
輸
送
へ
備
え
る
と
と
も

に
︑
会
員
事
業
者
の
感
染
拡

大
防
止
策
お
よ
び
経
営
上
の

支
援
等
に
鋭
意
取
り
組
ん
で

い
る
︒

　

さ
ら
に
︑
同
本
部
は
５
月

13
日
︑
会
員
事
業
者
へ
の
追

加
の
緊
急
経
済
支
援
対
策
と

し
て
︑
①
中
央
近
代
化
基
金

﹁
激
甚
災
害
融
資
﹂
公
募
枠

50
億
円
か
ら
１
０
０
億
円
へ

倍
増
︑
②
全
ト
協
会
員
へ
の

令
和
２
年
度
の
５
月
～
９
月

の
５
か
月
分
の
会
費
免
除
︑

③
﹁
全
国
関
連
事
業
推
進
助

成
金
﹂の
特
別
支
援
措
置（
２

億
円
）
︱
︱
の
実
施
を
決
め

た
︒

　

①
に
つ
い
て
は
︑
３
月
19

日
か
ら
同
融
資
推
薦
公
募
を

行
っ
て
き
た
が
︑
公
募
枠
を

50
億
円
か
ら
１
０
０
億
円
に

拡
大
し
た
︒
な
お
︑
今
回
の

措
置
で
は
︑
公
募
枠
を
拡
大

し
た
こ
と
に
伴
う
条
件
・
内

容
等
に
変
更
は
な
い
︒

　

②
に
つ
い
て
は
︑
全
ト
協

会
員
（
第
１
種
︑
第
２
種
︑

第
３
種
の
各
普
通
会
員
お
よ

び
賛
助
会
員
）
の
令
和
２
年

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

５
月
14
日
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
に
お

け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
（
第
１
版
）﹂
を
取
り
ま

度
の
う
ち
︑
５
月
か
ら
９
月

ま
で
の
５
か
月
分
の
会
費
を

免
除
す
る
こ
と
と
し
た
︒

　

③
に
つ
い
て
は
︑
都
道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
︑
感
染

症
拡
大
防
止
対
策
用
品
等
を

購
入
す
る
場
合
︑
全
ト
協
が

都
道
府
県
ト
協
に
そ
の
費
用

を
助
成
す
る
も
の
︒
対
象
と

な
る
の
は
︑
マ
ス
ク
︑
手
袋
︑

ゴ
ー
グ
ル
︑
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル

ド
︑体
温
計
︑除
菌
剤
・
液
︑

防
護
服
︑飛
沫
防
止
シ
ー
ト
︑

納
体
袋
︑
そ
の
他
都
道
府
県

ト
協
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て

別
途
全
ト
協
が
定
め
る
も
の
︒

　

坂
本
克
己
全
ト
協
会
長

は
︑
５
月
６
日
㈬
19
時
00
分

～
21
時
20
分
に
放
送
さ
れ
た
︑

ニ
ッ
ポ
ン
放
送
の
ラ
ジ
オ
番
組

﹃voice of workers

（
ボ

イ
ス
オ
ブ
ワ
ー
カ
ー
ズ
）﹄︑

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
５
月

18
日
︑
自
由
民
主
党
岸
田
文
雄
政

務
調
査
会
長
お
よ
び
北
側
一
雄
公

明
党
ト
ラ
ッ
ク
議
員
懇
話
会
会
長
へ

﹁
令
和
２
年
度
第
２
次
補
正
予
算

編
成
に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
係
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

か
ら
の
支
援
要
望
書
﹂
を
提
出
し

た
︒
な
お
︑
同
要
望
書
は
５
月
14

日
に
自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興

議
員
連
盟
（
細
田
博
之
会
長
）
へ

提
出
済
み
で
あ
る
︒

　

安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
は
令

和
２
年
度
第
２
次
補
正
予
算
へ
の

編
成
着
手
を
指
示
し
︑
政
府
で
は

現
在
編
成
作
業
を
進
め
て
お
り
︑

５
月
27
日
を
め
ど
に
概
算
決
定
を

行
っ
た
後
︑
速
や
か
に
国
会
に
提

出
し
︑
第
２
次
補
正
予
算
の
早
期

可
決
を
目
指
し
て
い
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
は
中
小
運

送
事
業
者
が
99
％
以
上
を
占
め
︑

も
と
も
と
経
営
基
盤
が
ぜ
い
弱
な

中
で
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
荷
主
企
業
の
休
業
や
操
業

停
止
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑

多
く
の
運
送
事
業
者
が
経
営
面
で

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
立
た
さ
れ

　

な
お
︑
費
用
は
都
道
府
県

ト
協
の
保
有
車
両
台
数
区
分

に
よ
る
定
額
助
成
と
な
る
︒

　

さ
ら
に
︑
全
国
紙
お
よ
び

ブ
ロ
ッ
ク
紙
へ
の
意
見
広
告
の

掲
出
を
行
う
予
定
︒

に
出
演
し
た
︒
坂
本
会
長
は
︑

人
々
の
生
活
を
維
持
す
る
た

め
に
従
事
す
る
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
感
染
防
止
対
策

な
ど
を
説
明
す
る
と
と
も

に
︑
感
染
拡
大
に
伴
う
ト
ラ

　

こ
の
意
見
広
告
は
︑
全
国

で
社
会
機
能
維
持
従
事
者

（
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
）
と
し
て
︑
日
々
危
険
を

顧
み
ず
業
務
に
精
励
す
る
全

国
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
へ

の
応
援
と
︑
国
民
か
ら
の
ド

ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
支
援
の

声
な
ど
へ
の
感
謝
を
表
す
内

容
と
な
っ
て
い
る
︒

ッ
ク
運
送
業
界
の
取
組
な
ど

を
全
国
に
発
信
し
︑
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
最
前
線
で

戦
っ
て
い
る
﹁
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
﹂
と
し
て
の
生

の
声
を
伝
え
た
︒

と
め
︑
公
表
し
た
︵
６
面
に

全
文
掲
載
︶︒

　

な
お
︑
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
︒

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

広
が
り
を
見
せ
る
中
︑
物
流
輸
送
を

支
え
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
感

謝
の
意
を
伝
え
る
た
め
の
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
︑
福
島
県
内
と
高
知
県
内

の
道
路
情
報
板
（
電
光
掲
示
板
）
で

表
示
さ
れ
て
い
る
︒

　

福
島
県
で
は
４
月
22
日
か
ら
︑
県

内
の
国
道
や
県
道
な
ど
１
５
０
か
所

の
道
路
情
報
の
電
光
掲
示
板
に
︑﹁
物

流
を
支
え
る
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
﹂
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
表
示

さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
は
同
県
職
員
の

発
案
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
︑

県
独
自
に
取
り
組
み
を
行
う
ほ
か
︑

県
内
の
一
部
の
国
道
を
管
轄
す
る
国

て
い
る
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
が
収
束
し
︑
我
が

国
経
済
が
正
常
に
回
復
す
る
ま
で

の
間
︑
①
緊
急
事
態
宣
言
下
に
お

い
て
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
（
必
要
不
可

欠
な
）
事
業
と
し
て
︑
国
民
生
活

や
経
済
活
動
を
支
え
る
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
に
対
す
る
理
解
促
進
︑

業
界
に
対
す
る
支
援
︑
②
経
営
危

機
に
直
面
し
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
の
事
業
存
続
に
係
る
支

援
措
置
︱
︱
を
︑
両
党
に
対
し
て

要
望
し
た
︵
２
面
に
要
望
項
目
︶︒

土
交
通
省
に
も
協
力
を
呼
び
か
け
て

実
施
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
高
知
県
で
は
５
月
７
日
︑

高
知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
森
本
敬
一

会
長
）
が
国
交
省
高
知
運
輸
支
局
に

同
取
り
組
み
の
実
施
に
つ
い
て
相
談
︒

同
日
の
う
ち
に
首
席
運
輸
企
画
専
門

官
か
ら
︑
道
路
に
電
光
掲
示
板
を
設

置
し
て
い
る
関
係
行
政
機
関
に
対
し

て
依
頼
が
行
わ
れ
︑
翌
８
日
か
ら
県

内
58
か
所
の
電
光
掲
示
板
で
﹁
物
流

を
支
え
る
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
﹂︵
写
真
︶
と
表
示
し
て
い
る
︒

　

さ
ら
に
︑
西
日
本
高
速
道
路
㈱
で

は
︑
同
社
管
轄
の
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

（
Ｐ
Ａ
）
の
う
ち
約
半
数
で
応
援
メ

ッ
セ
ー
ジ
の
掲
示
を
行
っ
て
い
る
︒

﹁
坂
本
会
長
コ
メ
ン
ト
﹂

﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し

て
︑
数
々
の
心
暖
ま
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
頂
き
感
謝
い
た
し
ま
す
︒
コ

ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
状
況
が
続
く
今

こ
そ
︑
生
活
（
く
ら
し
）
と
経
済

を
維
持
し
て
い
く
た
め
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
と
と
も
に
死
に
も
の
ぐ
る
い

で
頑
張
り
ま
す
﹂

福島県・高知県・高速会社で

＜支援策の柱＞
①「激甚災害融資」公募枠 100 億円へ
②令和 2 年度の 5 月～ 9 月の会費を免除
③「全国関連事業推進助成金」2 億円
④全国・ブロック紙等への意見広告掲出

坂本 克己 全ト協会長

ニ
ッ
ポ
ン
放
送
『
ボ
イ
ス 

オ
ブ 

ワ
ー
カ
ー
ズ
』
に
出
演

坂
本
会
長
が
業
界
の
取
組
を
全
国
発
信

　

当
日
は
坂
本
克
己
会
長
︑
浅

井
隆
副
会
長
ら
が
自
民
党
本
部

を
訪
問
︒
自
民
党
か
ら
は
岸
田

文
雄
政
務
調
査
会
長
︑
細
田
博

之
自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
議
連
会
長

ら
が
応
対
し
︑
坂
本
会
長
が
要

望
事
項
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
︑

岸
田
政
務
調
査
会
長
に
要
望
書

を
手
渡
し
た
︒
ま
た
︑
日
本
貨

物
運
送
協
同
組
合
連
合
会
か
ら

は
吉
野
雅
山
会
長
︑
御
手
洗
安

副
会
長
が
出
席
し
︑
組
合
員
の

利
用
が
多
い
大
口
・
多
頻
度
割

引
に
つ
い
て
説
明
し
た
︒

　

引
き
続
き
︑
衆
議
院
第
一
議

員
会
館
に
移
動
し
︑
公
明
党
ト

ラ
ッ
ク
議
員
懇
話
会
に
対
し
て

要
望
を
行
っ
た
︒
公
明
党
か
ら

は
北
側
一
雄
ト
ラ
ッ
ク
議
員
懇

話
会
会
長
ら
が
出
席
し
︑
要
望

書
を
受
け
取
っ
た
︒

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定

感
染
予
防
対
策
徹
底
を
呼
び
か
け

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
は

こ
の
ほ
ど
、
未
だ
終
息
の
見
え
な
い
現

況
下
に
お
け
る
会
員
へ
の
追
加
強
力
支

援
策
と
し
て
、
①
中
央
近
代
化
基
金

「
激
甚
災
害
融
資
」公
募
枠
50
億
円
か

ら
１
０
０
億
円
へ
倍
増
、
②
全
ト
協
会

員
へ
の
令
和
２
年
度
の
５
月
〜
９
月
の

５
か
月
分
の
会
費
免
除
、
③
「
全
国
関

連
事
業
推
進
助
成
金
」
の
特
別
支
援
措

置（
２
億
円
）―
―
の
実
施
を
決
め
た
。

　

ま
た
、「
ト
ラ
ッ
ク
は
『
社
会
と
く

ら
し
』
を
支
え
続
け
ま
す
！
」「
ド
ラ

イ
バ
ー
に
誇
り
と
勇
気
を
頂
き
感
謝
し

ま
す
！
」
と
し
た
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の

意
見
広
告
を
、
全
国
紙
お
よ
び
ブ
ロ
ッ

ク
紙
に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

トラックドライバーへ応援メッセージ

高
知
市
内
で
表
示
さ
れ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
︵
上
︶
と

ネ
ク
ス
コ
西
日
本
Ｐ
Ａ

に
掲
出
さ
れ
た
チ
ラ
シ

︵
下
︶

自由民主党岸田政務調査会長へ要望書を手渡す全ト協坂本会長（自由民主党本部）
（写真は左から藤丸敏衆議院議員、橘慶一郎自由民主党トラック輸送振興議員連盟事務
局長、赤澤亮正自由民主党トラック輸送振興議員連盟幹事長、細田博之自由民主党ト
ラック輸送振興議員連盟会長、岸田文雄政務調査会長、坂本克己全ト協会長、吉野雅
山日貨協連会長、浅井隆全ト協副会長、御手洗安日貨協連副会長）

公明党トラック議員懇話会北側会長へ要望書を手渡す全ト協坂本会長（衆議院第一議
員会館）（写真は左から公明党里見隆治参議院議員、矢倉克夫参議院議員、伊藤渉衆
議院議員、富田茂之衆議院議員、吉野雅山日貨協連会長、坂本克己全ト協会長、北側
一雄公明党トラック議員懇話会会長、御手洗安日貨協連副会長、岡本三成衆議院議員、
伊藤孝江参議院議員）

「新型コロナウイルス感染症対策本部」が強力支援

「
物
流
を
支
え
る
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

自
民
・
公
明
両
党
に
緊
急
要
望

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
へ
の
支
援
求
め

感
染
予
防
対
策
用
品
購
入
に
助
成
も

激
甚
災
害
融
資
公
募
枠
１
０
０
億
円
へ
増
額

全
ト
協

令
和
２
年
度
第
2
次
補
正
予
算
編
成
に
対
し



（2）第2154号（第3種郵便物認可）令和2年（2020年）5月20日

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
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品川オフィス
厚木本社工場

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～車両通行帯編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�同一方向に３つ以上の車両通行帯があるときは、一番速度の速い
車が最も右側の車両通行帯を走行する。（ ○・× ）

❷	�車は道路の中央から左側部分を通行しなければならないが、一方
通行路では右側部分にはみ出して走行できる。（ ○・× ）

❸	�自動車は路線バス等優先通行帯（バス優先レーン）を走行するこ
とはできるが、後方から路線バス等が近づいてきたときは、すみ
やかにバス優先レーンから出なければならない。（ ○・× ）

❹	�牽引自動車は、高速自動車国道を走行するときは、標識等で通行
区分が指定されている場合を除いて、一番左側の車両通行帯を走
行する。（ ○・× ）

❺	�高速自動車国道の登坂車線を走行するときでも、時速50キロの最
低速度に達しない速度で走行することはできない。（ ○・× ）

（解答は７面）

点検整備は安全かつ確実に！
〔第96回〕

　整備不良のままトラックを運行すると、路上故障やそれに
伴う交通事故の発生などの危険が大きくなります。実際、先
月にはタイヤに空気を充てん中にタイヤが破裂して、作業者
が死傷する事故も発生しています。安全な運行を確保する
ためには、運行前に車両に異常はないかしっかりチェックす
る「日常点検」を確実に行うことが大切です。

●普段の日常点検は基本を忠実に

Ａさん「先月、栃木県と福島県で起こった、空気充てん作業
中にタイヤが破裂した事故を知っているかい」

Ｂさん「ああ、インターネットで知ったよ。新品のタイヤに空
気を注入中にタイヤが破裂して作業していた人が死
亡したそうだ。タイヤ業界なども空気充てん時の事
故防止を呼びかけているけれども、なかなか後を絶
たないみたいだね」

Ａさん「そうだね。ところでＢさんは、日常点検はどんなふ
うに行っているの」

Ｂさん「まず、車両の点検前に前日までの異常のチェックを
して、それから車の周りを１周しながら、タイヤの空
気圧・亀裂・損傷・摩耗状態のチェック。車両総重量
が８トン以上のトラックの場合は、ディスクホイール
の取付状態を確認して、ブレーキ液量をチェックし
ているよ。それから運転席に座ってパーキングブ
レーキレバーの引きしろの確認。最後にエンジンを
始動させてランプ類がちゃんと点灯・点滅するか確
認して、ブレーキペダルの踏みしろと利き具合を
チェックしているよ。決められた点検項目について、
確実にチェックしていくことが一番早くて確実だ
よ」

Ａさん「日常点検に近道なしというところかな。なかでも特
に気をつけているのはどれかな」

Ｂさん「やっぱり注意しているのはタイヤだね。空気圧はも
ちろん、異常な摩耗や亀裂などがないか、念入りに
点検しているよ」

Ａさん「さすがだね」

●車両内の整理・整頓も整備項目のひとつ

Ｂさん「それと、僕は車内を整理・整頓しておくことも点検
整備のひとつだと思っているよ。例えば、キャビン内
に飲み終わったドリンクが散らかっていると、それが
なにかの拍子にペダルに引っかかったりすると運転
に支障が出るよね。ほかにも、安全窓のそばに荷物
を置いて視界をふさぐと、危険の見落としにつなが
る。車両を安全に運行するための準備が点検整備と
考えると、整理整頓も同じだと思ってもいいんじゃ
ないかな」

Ａさん「確かにそうだね。僕も、送り状をフロントパネルに
置かない、飲み終わったドリンクの容器を床に放置
しない、軍手やウエスなどは小物入れに入れること
など、いろいろ気をつけている」

Ｂさん「それから、安全窓を塞がないことも大切だよね」
Ａさん「そうなんだ。いまだに、安全窓をダンボールやシー

トなどで塞いでいるトラックを見かけるけど、死角を
大きくするだけで、非常に危険だよ」

Ｂさん「帰社した後は、車の汚れにも注意したいね。実は荷
主の評価項目で、『車両の手入れ』は『輸送品質』
『ドライバーの応対』と並んで上位にくることが多い
んだ」

Ａさん「見ている人は見ているんだね」

Ｂさん「輸送品質やドライバーの気持ちのいい応対はもちろ
んのこと、荷物を運ぶ車両の状態も含めて評価され
ているということだね」

Ａさん「僕たち現場に出るドライバーは、トラックともども
会社の代表としてハンドルを握ってお客さんの前に
出るということをしっかり理解しておかないといけ
ないね」

Ｂさん「車両点検とは関係ないけど、新型コロナウイルス感
染症の影響で、車の交通量がかなり減ったよね。で
も、そこに落とし穴がある」

Ａさん「走行中の油断だね。交通量が多いと緊張もするし、
危険を早く発見しようとあちこち目を配るけど、交
通量が少ないと、つい気が緩んで注意散漫になりや
すい」

Ｂさん「ハンドルを握っている時は、どんな状況であっても
油断禁物。これを忘れないことだね」

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

５
月
８
日
︑
日
本
貨
物
運
送

協
同
組
合
連
合
会
（
日
貨
協

連
）
と
と
も
に
︑
国
土
交
通

省
の
池
田
豊
人
道
路
局
長
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
影
響
で
荷
主
が

休
業
や
操
業
停
止
な
ど
に
追

い
込
ま
れ
る
中
︑
多
く
の
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
経
営

が
危
機
に
直
面
し
て
い
る
︒

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
経
済
状

況
下
に
お
い
て
も
︑
運
送
事

業
者
が
引
き
続
き
安
定
し
て

輸
送
業
務
を
続
け
て
い
く
た

め
に
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
を
克
服
し
︑
日
本
経
済

が
正
常
に
回
復
す
る
ま
で
の

間
︑大
口
・
多
頻
度
割
引（
契

約
単
位
割
引
・
車
両
単
位
割

引
）
と
し
て
実
質
50
％
以
上

の
割
引
の
適
用
を
要
望
し
た
︒

　

池
田
道
路
局
長
は
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
か
ら
の
要
望
を

受
け
︑
非
常
事
態
で
今
ま
で

の
割
引
が
受
け
ら
れ
な
く
な

っ
た
も
の
に
対
し
て
︑
今
ま

で
と
同
じ
割
引
が
あ
っ
た
と

み
な
す
措
置
を
早
期
に
検
討

し
て
い
き
た
い
と
し
た
ほ
か
︑

運
送
事
業
者
に
対
す
る
経
営

支
援
に
つ
い
て
︑
国
交
省
自

動
車
局
と
相
談
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
と
述
べ
た
︒

　

な
お
︑
全
ト
協
か
ら
坂
本

克
己
会
長
︑浅
井
隆
副
会
長
︑

寺
岡
洋
一
副
会
長
︑
桝
野
龍

二
理
事
長
が
出
席
し
た
ほ

か
︑
日
貨
協
連
か
ら
は
吉
野

雅
山
会
長
︑
中
川
才
助
副
会

長
︑
御
手
洗
安
副
会
長
︑
村

田
省
蔵
専
務
理
事
が
出
席
し

た
︒

「
緊
急
事
態
宣
言
」
終
了

後
２
か
月
間
を
受
診
期
間

に
含
め
ず

適
性
診
断
の
受
診
期
間
に

関
す
る
特
例
措
置

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

国
土
交
通
省
か
ら
の
要
請
を

受
け
︑会
員
事
業
者
に
対
し
︑

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
の
適
性

診
断
の
受
診
に
係
る
特
例
措

置
に
つ
い
て
周
知
を
呼
び
か

け
て
い
る
︒

　

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸

送
安
全
規
則
（
平
成
２
年
運

輸
省
令
第
22
号
）
で
は
︑
事

業
用
自
動
車
の
運
行
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
︑
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
者
は
︑
事
故

惹
起
運
転
者
等
の
運
転
者
に

対
し
て
︑
適
性
診
断
を
受
け

さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
︒

今
回
の
特
例
措
置
で
は
︑
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
︑
次
の

取
り
扱
い
が
講
じ
ら
れ
る
︒

①
事
故
惹
起
運
転
者
へ
の
特

定
診
断
の
受
診

　

事
故
惹
起
運
転
者
へ
の
特

定
診
断
Ⅰ
・
Ⅱ
の
受
診
に
つ

い
て
︑
受
診
期
間
が
﹁
や
む

を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合

に
は
︑
乗
務
を
開
始
し
た
後

１
か
月
以
内
﹂
と
定
め
ら
れ

て
い
る
が
︑
緊
急
事
態
宣
言

終
了
後
２
か
月
間
ま
で
は
当

該
受
診
期
間
に
含
め
な
い
︒

②
初
任
運
転
者
へ
の
初
任
診

断
の
受
診

　

初
任
運
転
者
へ
の
初
任
診

断
受
診
に
つ
い
て
も
同
様
に
︑

緊
急
事
態
宣
言
終
了
後
２
か

月
間
ま
で
は
当
該
受
診
期
間

に
含
め
な
い
︒

③
高
齢
運
転
者
へ
の
適
齢
診

断
の
受
診

　

高
齢
運
転
者
へ
の
適
齢
診

断
の
受
診
に
つ
い
て
︑﹁
65
歳

に
達
し
た
日
以
後
１
年
以

内
﹂︑﹁
65
歳
以
上
の
者
を
新

た
に
運
転
者
と
し
て
選
任
し

た
場
合
は
︑
選
任
の
日
か
ら

１
年
以
内
﹂
お
よ
び
﹁
そ
の

後
３
年
以
内
ご
と
﹂
に
受
診

す
る
こ
と
と
受
診
期
間
が
規

定
さ
れ
て
い
る
が
︑
緊
急
事

態
宣
言
終
了
後
２
か
月
間
ま

で
は
当
該
受
診
期
間
に
含
め

な
い
︒

　

な
お
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
係
る
緊
急
事
態
措
置

の
実
施
期
間
が
変
更
さ
れ
た

場
合
に
は
︑
改
め
て
国
交
省

よ
り
受
診
期
間
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
通
知
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
︒

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で　

１
月
～
３
月
期
は
大
幅
に
悪
化

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
景
況
感

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

５
月
13
日
︑第
１
０
９
回
﹁
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
景
況
感

（
速
報
）﹂（
令
和
２
年
１
月

～
３
月
期
）
を
発
表
し
た
︒

　

今
期
の
業
況
判
断
指
数

（
日
銀
短
観
３
月
調
査
）
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
を
受
け
︑
世
界
的
に
経

済
活
動
が
停
滞
し
た
こ
と
か

ら
︑
大
企
業
・
製
造
業
で
マ

イ
ナ
ス
８
と
悪
化
︒
マ
イ
ナ

ス
圏
に
入
る
の
は
︑
平
成
25

年
３
月
調
査
以
来
７
年
ぶ
り

と
な
っ
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お
い

て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
に
伴
う
経
済
活
動
停
滞
の

影
響
は
大
き
く
︑
輸
送
量
︑

営
業
収
入
︑
営
業
利
益
︑
経

常
損
益
は
大
幅
に
悪
化
し

た
︒
令
和
２
年
１
月
～
３
月

期
の
業
界
の
景
況
感
に
つ
い

て
︑﹁
好
転
﹂
と
し
た
事
業

者
は
７
・
５
％
（
前
回
８
・

４
％
）︑﹁
悪
化
﹂
と
し
た
事

業
者
は
67
・
９
％
（
同
51
・

８
％
）
で
︑
判
断
指
標
は
マ

イ
ナ
ス
81
・
７
と
な
り
︑前
回

（
マ
イ
ナ
ス
52
・
３
）
か
ら

29
・
４
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
た
︒

　

ま
た
︑今
後
の
見
通
し（
同

４
月
～
６
月
期
）
に
つ
い
て

は
︑
マ
イ
ナ
ス
１
２
５
・
２
と

大
幅
に
悪
化
す
る
見
込
み
で

あ
る
︒

対
し
︑﹁
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
伴
う
高
速
道

路
料
金
の
大
口
・
多
頻
度
割

引
に
関
す
る
緊
急
要
望
書
﹂

を
提
出
し
た
︒

大口・多頻度割引実質50％以上の適用を要望（5月8日、国土交通省）

令和 2 年度第 2 次補正予算編成に対する
新型コロナウイルスに係る

トラック運送業界からの支援要望
（1面に関連）

Ⅰ　�緊急事態宣言下においてエッセンシャル事業
として、国民生活や経済活動を支えるトラッ
ク運送事業に対する理解促進、業界に対する
支援

１、�高速道路料金の大口・多頻度割引（契約単位
割引・車両単位割引）の実質 50％以上の割
引の適用

２、�特定警戒都道府県へ物資を輸送するトラック
ドライバーへの危険手当給付制度の創設

３、�ドライバーに対するウイルス感染防止に係る
マスクや消毒液などの優先供給

Ⅱ　�経営危機に直面しているトラック運送事業者
の事業存続に係る支援措置

　
１、�雇用調整助成金の上限額（日額 8,330 円）の

引き上げ及び手続きの簡素化、迅速化
２、�休業中の従業員が失業給付金を受給できる「み

なし失業」制度の創設
３、資金繰りへの支援

⑴当面の金融機関からの返済猶予
⑵金融機関による貸し剥がしの防止

４、持続化給付金制度の給付要件の緩和
５、休車車両に対する自動車関係諸税の猶予

実
質
50
％
以
上
の
割
引
適
用
を
要
望

高
速
料
金
の
大
口
・
多
頻
度
割
引
に
関
す
る
緊
急
要
望
書
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（
官
公
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ニ
ュ
ー
ス
等
）

　
　

︻
解
説
︼
事
業
場
に
お
い
て
労
働
者

が
就
業
上
守
る
べ
き
規
律
や
労
働
時

間
︑
賃
金
そ
の
他
の
労
働
条
件
等
の

具
体
的
細
目
を
定
め
た
就
業
規
則
に

つ
い
て
︑
労
働
基
準
法
第
89
条
で
は

﹁
常
時
10
人
以
上
の
労
働
者
を
使
用

　

弊
社
は
、
労
働
者
の
数
が
10
人

未
満
の
た
め
、
就
業
規
則
の
作
成

が
免
除
さ
れ
て
い
ま
す
。
４
月
か

ら
、
中
小
企
業
に
お
け
る
36
協
定

の
取
扱
い
が
変
わ
っ
た
と
い
う
話

で
す
が
、
そ
も
そ
も
弊
社
の
よ
う

な
零
細
事
業
場
が
時
間
外
労
働
を

さ
せ
る
場
合
で
も
、
36
協
定
が
必

要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
仮
に
時
間

外
労
働
を
さ
せ
た
と
し
て
も
、
手

当
さ
え
払
え
ば
そ
れ
で
よ
い
の
で

は
な
い
で
す
か
。  第203回 

36協定は10人未満の事
業場でも締結が必要か

す
る
使
用
者
は
︑
次
に
掲
げ
る
事
項

に
つ
い
て
就
業
規
則
を
作
成
し
︑
行

政
官
庁
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
﹂
と
規
定
し
︑
使
用
者
の
事
務
能

力
等
を
考
慮
し
て
︑
規
模
10
人
未
満

の
事
業
場
に
は
︑
そ
の
作
成
・
届
け

出
を
免
除
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

　

同
条
の
い
う
﹁
次
の
事
項
﹂
に
は
︑

始
業
・
終
業
時
刻
を
は
じ
め
休
憩
時

間
︑
休
日
な
ど
労
働
時
間
に
関
す
る

事
項
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
た
め
︑
10

人
未
満
規
模
の
使
用
者
の
中
に
は
︑

労
働
時
間
を
定
め
る
就
業
規
則
の
作

成
を
免
除
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
︑

時
間
外
労
働
に
つ
い
て
の
36
協
定
も

締
結
し
な
く
て
も
よ
い
と
勘
違
い
さ

れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
よ
う
で
す

が
︑そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

た
し
か
に
就
業
規
則
は
作
成
し
な
く

て
も
よ
い
の
で
す
が
︑
だ
か
ら
と
い
っ

て
︑
ほ
か
の
労
働
時
間
や
賃
金
な
ど

の
規
制
ま
で
免
除
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
の

で
す
︒
当
然
︑
１
日
８
時
間
・
１
週

40
時
間
の
法
定
労
働
時
間
を
超
え
て

労
働
さ
せ
る
場
合
は
36
協
定
の
締
結

・
届
け
出
が
必
要
で
す
し
︑
今
年
４

月
か
ら
は
︑
月
45
時
間
・
年
３
６
０

時
間
以
内
と
い
う
時
間
外
労
働
の
原

則
限
度
時
間
や
︑
特
別
条
項
の
単
月

１
０
０
時
間
未
満
（
休
日
労
働
時
間

を
含
む
）・
年
７
２
０
時
間
以
内
等

の
上
限
規
制
が
規
模
に
関
係
な
く
適

用
に
な
っ
た
わ
け
で
︑
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
場
の
使
用
者
も
そ
れ
に

従
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
︒

　

ま
た
︑
時
々
﹁
う
ち
は
ほ
と
ん
ど

が
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
と
ア
ル
バ
イ
ト

だ
か
ら
︙
︙
﹂
と
い
う
よ
う
な
こ
と

を
お
っ
し
ゃ
る
使
用
者
が
い
ま
す
が
︑

た
と
え
使
用
し
て
い
る
の
が
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
や
ア
ル
バ
イ
ト
だ
け
だ
と

し
て
も
労
働
者
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
は
な
く
︑
そ
の
数
が
10
人
以
上
で

あ
れ
ば
︑
就
業
規
則
を
作
成
し
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
し
︑
た
と
え
労
働

者
が
ア
ル
バ
イ
ト
１
人
で
あ
っ
た
と

し
て
も
36
協
定
は
締
結
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
す
︒
お
そ
ら
く
実
際

に
は
あ
ま
り
な
い
の
で
し
ょ
う
が
︑

事
業
場
に
管
理
監
督
者
し
か
い
な
い

と
い
う
よ
う
な
ケ
ー
ス
を
除
き
︑
ア

ル
バ
イ
ト
を
１
人
で
も
使
っ
て
い
れ
ば
︑

時
間
外
労
働
を
さ
せ
る
た
め
に
は
36

協
定
の
締
結
・
届
け
出
が
必
要
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
︒

　

さ
ら
に
︑
も
う
一
つ
の
ご
質
問
の

時
間
外
労
働
を
さ
せ
て
も
︑
手
当
を

払
え
ば
そ
れ
で
よ
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
点
に
つ
い
て
で
す
︒
そ
の
場

合
は
︑た
し
か
に
労
基
法
第
37
条（
時

間
外
︑休
日
及
び
深
夜
の
割
増
賃
金
）

違
反
は
免
れ
る
よ
う
な
形
に
な
る
と

し
て
も
︑
そ
の
前
に
そ
も
そ
も
36
協

定
を
締
結
し
て
い
な
け
れ
ば
︑
労
働

者
に
時
間
外
労
働
を
命
じ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
し
︑
仮
に
締
結
せ
ず
に

時
間
外
労
働
を
行
わ
せ
れ
ば
︑
法
定

労
働
時
間
を
定
め
た
同
第
32
条
違

反
と
な
り
︑
６
か
月
以
下
の
懲
役
ま

た
は
30
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
︑﹁
そ
れ

で
よ
い
﹂
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
︒

Ａ�

89
条
の
就
業
規
則
の
作
成

義
務
と
違
い
免
除
さ
れ
ず

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

40
年
近
く
運
送
業
で
働
い
て
い

る
あ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑﹁
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー
ク
（
Ｇ
Ｗ
）
に
こ
ん

な
に
休
め
た
の
は
初
め
て
﹂
と
い

う
︒
現
在
は
大
手
事
業
者
の
孫
請

け
で
雑
貨
の
拠
点
間
輸
送
（
日
帰

り
運
行
）
を
し
て
い
る
が
︑
荷
物

量
が
大
幅
に
減
少
︒
Ｇ
Ｗ
は
﹁
連

休
を
取
り
た
い
と
い
う
若
い
人
の

希
望
を
優
先
し
て
出
勤
予
定
を
組

ん
で
よ
い
﹂
と
会
社
に
い
っ
た
が
︑

そ
れ
で
も
過
去
に
な
く
休
み
が
多

い
︒
さ
ら
に
﹁
う
ち
の
会
社
は
若

い
人
と
い
っ
て
も
40
代
だ
け
ど
ね

︙
︙
﹂
と
苦
笑
す
る
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
物
流
へ
の
影
響
は

日
を
追
う
ご
と
に
深
刻
の
度
を
増

し
つ
つ
あ
る
︒
も
っ
と
も
﹁
影
響
は

一
律
で
な
く
︑
何
を
運
ん
で
い
る

か
で
事
業
者
間
の
明
暗
が
分
か
れ

て
い
る
﹂︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
は
自

ら
﹁
生
産
計
画
（
稼
働

計
画
）﹂
を
立
て
る
こ

と
が
難
し
く
︑
基
本
的

に
は
あ
ら
ゆ
る
数
値
が

従
属
変
数
で
あ
る
︒
と

り
わ
け
︑
小
規
模
事
業

者
は
特
定
取
引
先
へ
の

売
上
依
存
度
が
高
い
の

が
一
般
的
で
︑
荷
主
の

業
績
が
ス
ト
レ
ー
ト
に

反
映
す
る
︒
本
来
な
ら
︑
経
営

的
に
は
多
様
な
業
種
の
取
引
先

を
も
つ
こ
と
が
好
ま
し
い
︒
一

方
の
荷
主
の
荷
動
き
が
減
少
し

て
も
︑
他
方
の
荷
主
は
物
量
が

増
え
る
か
も
し
れ
な
い
︒
少
な

く
と
も
︑
マ
イ
ナ
ス
影
響
を
最

小
に
抑
え
る
こ

と
が
で
き
る
︒

　

も
ち
ろ
ん
投

資
対
効
果
な
ど

か
ら
︑
ト
ラ
ッ

ク
の
ボ
デ
ィ
の

種
類
と
い
う
ハ

ー
ド
的
な
制
約

も
あ
る
︒だ
が
︑

あ
る
事
業
者
は

﹁
全
車
両
が
冷

凍
冷
蔵
車
で
食

品
の
配
送
を
専

門
に
し
て
い
る

が
︑
外
食
（
飲

食
店
な
ど
）︑

中
食
（
コ
ン
ビ

ニ
な
ど
）︑内
食

（
ス
ー
パ
ー
な
ど
）
の
荷
主
に

取
引
を
分
散
し
て
い
る
﹂︒
ま

さ
に
昨
今
の
状
況
は
︑
外
食
向

け
の
食
材
は
激
減
し
て
い
る
が
︑

内
食
用
は
増
加
し
て
い
る
︒
プ

ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
と
は
い
か

な
く
て
も
︑
影
響
を
最
小
に
抑

え
る
こ
と
が
で
き
る
︒
こ
の
事
業

者
は
︑﹁
取
り
扱
う
荷
物
を
特
化

し
て
投
資
効
果
を
上
げ
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
の
専
門
性
も
高
め
な
が
ら
︑

リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
も
し
て
い
る
﹂︒

　

一
方
︑
ド
ラ
イ
バ
ン
車
で
あ
れ

ば
汎
用
性
が
あ
る
︒﹁
通
常
は
取

り
扱
っ
た
こ
と
の
な
い
荷
物
で
も
︑

物
量
が
増
え
て
い
る
同
業
者
か
ら

回
し
て
も
ら
っ
て
急
場
を
し
の
ぎ
︑

コ
ロ
ナ
を
乗
り
切
る
﹂
と
い
う
事

業
者
も
い
る
︒

　

当
コ
ラ
ム
は
︑
平
成
21
年
１
月

15
日
号
か
ら
連
載
を
ス
タ
ー
ト
し

た
︒
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
直
後
の
新

年
だ
っ
た
の
で
︑
本
文
中
で
﹁
た

ゆ
た
う
と
も
沈
ま
ず
﹂
と
い
う
格

言
を
引
用
し
た
︒
人
生
も
企
業
も

常
に
順
風
満
帆
と
は
い
か
な
い
︒

だ
が
︑﹁
水
面
に
浮
か
ぶ
木
の
葉

の
よ
う
に
︑
た
ゆ
た
う
と
も
決
し

て
沈
ま
な
い
し
ぶ
と
さ
が
必
要
﹂

と
書
い
た
の
で
あ
る
︒
い
ま
直
面

し
て
い
る
事
態
も
同
様
だ
︒﹁
荒

れ
狂
う
波
浪
に
抗
う
こ
と
が
で
き

ず
に
身
を
任
せ
て
い
て
も
︑
決
し

て
沈
ま
な
い
﹂
こ
と
で
あ
る
︒

　

再
び﹁
た
ゆ
た
う
と
も
沈
ま
ず
﹂

と
強
調
し
た
い
︒
経
営
者
と
従
業

員
が
協
力
し
︑﹁
緊
急
事
態
﹂
を

冷
静
に
分
析
し
て
対
応
す
る
こ
と

が
肝
要
だ
︒

第
255
回

再び「たゆたうとも沈まず」

期
間
の
伸
長
措
置
を
行
っ
て

き
た
︒
今
回
は
︑
こ
れ
ま
で

の
伸
長
措
置
に
伴
い
︑
自
動

車
検
査
証
の
有
効
期
間
の
満

了
日
が
６
月
１
日
に
伸
長
さ

れ
た
も
の
に
つ
い
て
も
︑
同

様
の
措
置
が
採
ら
れ
る
こ
と

と
な
る
︒

　

今
回
の
措
置
に
よ
り
︑
対

象
車
両
は
７
月
１
日
ま
で
に

継
続
検
査
を
受
検
す
れ
ば
︑

引
き
続
き
自
動
車
を
使
用
で

き
る
︒
な
お
︑
有
効
期
間
の

伸
長
に
よ
る
自
動
車
検
査
証

の
記
載
変
更
の
手
続
き
は
不

要
と
な
る
︒

　

ま
た
︑
継
続
検
査
を
受
検

す
る
ま
で
に
︑
自
動
車
損
害

賠
償
責
任
保
険
（
共
済
）
の

契
約
期
間
の
終
期
が
到
来
す

る
保
険
契
約
に
つ
い
て
は
︑

継
続
契
約
の
締
結
手
続
き
が

７
月
１
日
を
限
度
と
し
て
猶

予
さ
れ
る
︒
詳
細
は
︑
契
約

先
の
保
険
（
共
済
）
代
理
店

等
に
相
談
の
こ
と
︒

 
全
ト
協
会
員
事
業
者
に
対

し
て
飲
酒
運
転
防
止
の
徹

底
を
呼
び
か
け

５
月
に
入
り
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
の

飲
酒
運
転
事
故
が
４
件
発
生

　

国
土
交
通
省
は
５
月
15

日
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

会
員
事
業
者
に
対
し
て
︑
事

業
用
自
動
車
の
運
転
者
に
対

す
る
飲
酒
運
転
の
防
止
等
法

令
遵
守
の
徹
底
に
つ
い
て
︑

再
要
請
を
行
っ
た
︒

　

事
業
用
自
動
車
の
運
転
者

に
対
す
る
飲
酒
運
転
の
防
止

に
つ
い
て
は
︑﹁
事
業
用
自
動

車
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
２

０
﹂
に
お
い
て
︑﹁
事
業
用
自

動
車
に
お
け
る
飲
酒
運
転
ゼ

ロ
﹂
を
目
標
に
掲
げ
︑
様
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
︒

し
か
し
︑
令
和
元
年
の
飲
酒

運
転
に
よ
る
事
業
用
自
動
車

の
交
通
事
故
は
57
件
と
︑
平

成
28
年
以
降
で
最
多
と
な
っ

た
︒ま
た
︑今
年
に
つ
い
て
も
︑

国
交
省
へ
の
報
告
が
求
め
ら

れ
る
重
大
事
故
が
︑
こ
れ
ま

で
に
昨
年
同
時
期
を
上
回
る

13
件
発
生
（
速
報
ベ
ー
ス
）︒

特
に
︑
５
月
に
入
っ
て
か
ら

４
件
の
飲
酒
運
転
事
故
が
発

生
す
る
な
ど
︑
深
刻
な
状
況

と
な
っ
て
い
る
︒

　

国
交
省
で
は
︑﹁
自
動
車

運
送
事
業
者
が
事
業
用
自
動

車
の
運
転
者
に
対
し
て
行
う

一
般
的
な
指
導
及
び
監
督
の

実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
等
を
活

用
し
て
飲
酒
運
転
防
止
へ
の

取
り
組
み
を
行
う
と
と
も

に
︑
運
転
者
に
対
す
る
指
導

・
監
督
︑点
呼
等
に
お
い
て
︑

以
下
を
徹
底
す
る
よ
う
呼
び

か
け
て
い
る
︒

①
飲
酒
に
よ
る
身
体
へ
の
作

用
・
影
響
や
飲
酒
運
転
の
危

険
性
等
を
︑
事
例
を
用
い
て

理
解
さ
せ
る
こ
と
︒

②
確
実
な
点
呼
の
実
施
体
制

が
確
保
で
き
て
い
る
か
確
認

し
︑
必
要
に
応
じ
見
直
し
を

行
う
と
と
も
に
︑
点
呼
時
に

お
け
る
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器

を
用
い
た
酒
気
帯
び
の
有
無

の
確
認
を
行
う
こ
と
︒

③
運
転
者
の
飲
酒
状
況
を
把

握
す
る
と
と
も
に
︑
日
常
的

　

国
土
交
通
省
は
５
月
７

日
︑
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
緊
急
事
態
措
置
を
実
施
す

べ
き
期
間
が
延
長
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
︑
自
動
車
検
査
証

の
有
効
期
間
が
令
和
２
年
６

月
１
日
～
30
日
の
自
動
車
に

つ
い
て
︑
全
国
一
律
に
７
月
１

日
ま
で
有
効
期
間
を
伸
長
す

る
と
発
表
し
た
︒

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
︑
こ
れ
ま

で
国
交
省
で
は
３
度
に
わ
た

っ
て
自
動
車
検
査
証
の
有
効

労
働
保
険
料
等
の
申
請

・
納
付
期
限
を
8
月
末

ま
で
延
長

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
特
例
も

　

厚
生
労
働
省
は
５
月
11

日
︑
令
和
２
年
度
の
労
働
保

険
料
等
の
申
告
期
限
・
納
付

期
限
（
年
度
更
新
期
間
）
を

延
長
す
る
と
発
表
し
た
︒

で
︑延
滞
金
も
発
生
し
な
い
︒

　

猶
予
対
象
と
な
る
の
は
︑

２
年
２
月
１
日
～
３
年
１
月

31
日
に
納
期
限
が
到
来
す
る

労
働
保
険
料
等
︒
特
例
を
受

け
る
た
め
に
は
︑
納
期
限
ま

で
の
申
請
が
必
要
と
な
る
︒

　

詳
細
は
︑
都
道
府
県
労
働

局
ま
た
は
労
働
基
準
監
督
署

ま
で
問
い
合
わ
せ
の
こ
と
︒

　

こ
れ
に
よ
り
︑
申
告
期
限

は
６
月
１
日
～
８
月
31
日
と

な
る
︒
ま
た
︑
納
期
限
（
全

期
・
分
割
納
付
第
１
期
）
は

８
月
31
日
ま
で
と
な
る
︒
な

お
︑
分
割
納
付
の
場
合
の
第

２
期
以
降
の
納
期
限
は
︑
従

来
通
り
︒

　

ま
た
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
︑
令
和
２
年
２
月
以
降
の

任
意
の
期
間（
１
か
月
以
上
）

に
お
い
て
︑
事
業
収
入
が
前

年
同
期
に
比
べ
て
概
ね
20
％

以
上
減
少
し
て
い
る
事
業
者

に
対
し
て
︑
労
働
保
険
料
等

の
納
付
が
１
年
間
猶
予
さ
れ

る
特
例
が
新
た
に
設
け
ら
れ

た
︒
同
特
例
が
適
用
さ
れ
た

場
合
︑
担
保
の
提
供
は
不
要

に
飲
酒
す
る
習
慣
が
あ
る
運

転
者
に
対
し
て
は
︑
遠
隔
地

の
点
呼
に
お
い
て
確
実
に
酒

気
帯
び
の
有
無
を
確
認
で
き

る
機
器
を
用
い
る
な
ど
に
よ

り
︑
管
理
を
行
う
こ
と
︒

　

な
お
︑
速
報
ベ
ー
ス
に
か

か
る
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
が
関

係
す
る
飲
酒
運
転
事
案
に
つ

い
て
は
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

 

効
率
化
等
実
証
事
業
６
事

業
を
選
定食品

に
係
る
物
流
の

効
率
化
に
向
け
て

　

国
土
交
通
省
は
４
月
28

日
︑
合
理
化
に
よ
る
安
定
的

な
食
品
流
通
の
確
保
を
目
的

に
︑
幹
線
輸
送
・
集
荷
配
送

の
効
率
化
等
に
向
け
た
実
証

事
業
を
６
事
業
選
定
し
︑
公

表
し
た
︒

　

国
民
生
活
に
不
可
欠
な
食

品
流
通
に
つ
い
て
は
︑
手
荷

役
作
業
が
多
い
な
ど
の
課
題

が
あ
り
︑
合
理
化
を
促
進
す

る
必
要
が
あ
る
︒
そ
の
た
め
︑

国
交
省
で
は
２
月
21
日
～
３

月
27
日
の
期
間
︑
幹
線
輸
送

・
集
荷
配
送
の
効
率
化
等
の

実
証
事
業
の
公
募
を
実
施

し
︑
次
の
６
事
業
を
選
定
し

た
︒

▽
㈱
エ
ム
ス
ク
エ
ア
・
ラ
ボ

﹁
生
鮮
食
品
の
長
距
離
幹
線

ス
イ
ッ
チ
輸
送
の
合
理
化
﹂

▽
加
藤
産
業
㈱
﹁
入
荷
検
品

レ
ス
の
推
進
﹂
▽
全
農
物
流

㈱
﹁
農
産
物
輸
送
の
パ
レ
ッ

ト
化
に
よ
る
手
荷
役
時
間
の

削
減
﹂▽
ト
ラ
ン
コ
ム
㈱﹁
食

品
業
界
の
一
貫
パ
レ
チ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
実
現
﹂
▽
同
﹁
連

結
ト
ラ
ッ
ク
を
活
用
し
た
共

同
輸
配
送
︑
パ
レ
ッ
ト
管
理

シ
ス
テ
ム
の
構
築
﹂
▽
ヤ
マ

ト
運
輸
㈱
新
潟
主
管
支
店

﹁
青
果
物
少
量
多
品
目
輸
送

の
効
率
化
﹂

　

な
お
︑
国
交
省
で
は
︑
同

事
業
の
成
果
の
横
展
開
等
に

よ
り
︑
安
定
的
な
食
品
の
物

流
の
確
保
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
し
て
い
る
︒

39
県「
緊
急
事
態
宣
言
」解

除
に
伴
い
運
営
時
間
短
縮

施
設
が
通
常
運
営
に
戻
る

茨
城
な
ど
５
Ｔ
Ｓ
に
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策﹁
緊
急
事
態
宣
言
﹂

が
39
県
で
解
除
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
︑
茨
城
ト
ラ
ッ
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｔ
Ｓ
） 

︑
金

沢
Ｔ
Ｓ
︑
安
城
Ｔ
Ｓ
︑
名
古

屋
Ｔ
Ｓ
︑
彦
根
Ｔ
Ｓ
の
５
Ｔ

Ｓ
に
お
い
て
実
施
し
て
い
た

食
堂
等
施
設
の
運
営
時
間
短

縮
・
一
部
休
業
を
５
月
18
日

㈪
か
ら
解
除
し
︑
通
常
の
運

営
時
間
に
戻
し
た
︒

　

な
お
︑﹁
緊
急
事
態
宣
言
﹂

が
解
除
さ
れ
て
い
な
い
大
阪

Ｔ
Ｓ
は
︑
食
堂
の
夜
間
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
み
の

時
間
（
22
時
～
５
時
）
の
一

部
変
更
（
従
前
は
20
時
～
５

時
）
を
継
続
す
る
︒

　

ま
た
︑
今
後
も
緊
急
事
態

宣
言
等
に
伴
う
運
営
時
間
等

の
変
更
が
想
定
さ
れ
る
た

め
︑
最
新
の
情
報
に
つ
い
て

は
︑
Ｔ
Ｓ
利
用
前
に
全
ト
協

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
の
こ

と
︒浴

室
を
一
時
休
業

名
古
屋
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

名
古
屋
Ｔ
Ｓ
は
︑
浴
室
の

漏
水
修
繕
工
事
の
た
め
︑
５

月
26
日
㈫
14
時
～
15
時
の

間
︑浴
室
を
一
時
休
業
す
る
︒

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

自
動
車
検
査
証
の
有
効
期
間
を

　
　
　
　
７
月
１
日
ま
で
伸
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
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１
者
平
均
の
輸
送
ト
ン
数

は
73
・
９
千
㌧
で
︑
前
年
度

（
73
・
８
千
㌧
）
と
比
較
し

て
０
・
１
％
の
増
加
と
な
っ

た
︵
図
２
︶︒

　

輸
送
ト
ン
数
が
堅
調
に
推

移
し
︑
運
賃
等
の
単
価
改
善

が
継
続
し
た
こ
と
か
ら
︑
営

業
収
益
（
貨
物
運
送
事
業
収

入
）
は
回
復
基
調
で
推
移
し

た
︒
ま
た
︑
全
ト
協
が
四
半

期
ご
と
に
実
施
し
て
い
る﹁
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
景
況
感

調
査
﹂
に
よ
り
︑一
般
貨
物
の

﹁
営
業
収
入
﹂︑﹁
輸
送
数
量
﹂︑

﹁
運
賃
料
金
の
水
準
﹂
の
判

断
指
標
の
推
移
を
考
察
す
る

と
︑
深
刻
な
運
転
者
人
材
の

不
足
を
背
景
と
し
た
車
両
不

足
か
ら
︑
需
給
が
改
善
し
︑

運
賃
料
金
の
水
準
は
28
年
か

ら
回
復
基
調
で
推
移
し
て
い

る
︵
図
３
︶︒
図
４
で
は
︑
28

年
度
か
ら
30
年
度
に
か
け
て

の
売
上
高
（
兼
業
分
を
含
む

全
て
の
売
上
高
︑１
者
平
均
）

お
よ
び
営
業
収
益
（
１
者
平

均
）の
推
移
を
示
し
て
い
る
︒

30
年
度
の
売
上
高
は
２
億
３

９
７
４
万
４
０
０
０
円
と
︑

前
年
度
に
比
べ
て
８
・
６
％

の
増
収
と
な
っ
た
︒
ま
た
︑

30
年
度
の
貨
物
運
送
事
業
収

入
は
２
億
３
６
３
９
万
６
０
０

０
円
と
︑
前
年
度
に
比
べ
て

７
・
６
％
増
加
︒
30
年
度
に

お
け
る
売
上
高
お
よ
び
貨
物

運
送
事
業
収
入
は
︑
四
期
連

続
で
増
収
基
調
を
堅
持
し
た
︒ 　

図
８
は
︑
25
～
30
年
度
の

実
働
率
の
推
移
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
で
は
必

要
人
員
を
確
保
で
き
な
い
傾

向
が
強
く
︑
実
働
率
は
27
年

度
ま
で
悪
化
傾
向
に
あ
っ
た
︒

し
か
し
︑
近
年
は
賃
金
引
き

上
げ
な
ど
処
遇
改
善
に
よ
る

人
材
確
保
に
取
り
組
む
ケ
ー

ス
が
増
加
︒
そ
の
結
果
︑
実

働
率
は
改
善
傾
向
に
あ
り
︑

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
こ
の
ほ

ど
、
平
成
30
年
度
決
算
版
「
経
営
分
析

報
告
書
」
を
取
り
ま
と
め
、
結
果
を
公

表
し
た
。

　

こ
れ
は
、
全
国
の
運
送
事
業
者
２
３

９
２
者
（
有
効
数
）
か
ら
提
出
さ
れ
た

30
年
度
決
算
（
29
年
10
月
〜
令
和
元
年

８
月
）
の
「
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
報
告
書
」
に
つ
い
て
、
決
算
内
容
を

分
析
し
た
も
の
。

　

分
析
結
果
に
よ
る
と
、
燃
料
価
格
上

昇
に
よ
る
「
燃
料
油
脂
費
の
増
加
」、

運
転
者
人
材
不
足
へ
の
対
応
と
し
て

「
賃
金
引
き
上
げ
（
処
遇
改
善
）
等
に

よ
る
人
件
費
増
加
」
等
に
よ
る
マ
イ
ナ

ス
要
因
が
あ
っ
た
も
の
の
、「
貨
物
量

の
堅
調
な
推
移
」
や
「
運
賃
等
の
単
価

改
善
」
な
ど
と
い
っ
た
増
収
効
果
が
持

続
し
た
こ
と
か
ら
、
30
年
度
の
営
業
収

益
（
貨
物
運
送
事
業
収
入
）
は
前
年
度

に
比
べ
７
・
６
％
増
加
（
表
）。
ま
た
、

営
業
収
益
の
改
善
に
よ
り
費
用
増
加
を

吸
収
で
き
た
こ
と
か
ら
、
30
年
度
の
経

常
利
益
率
は
０
・
９
％
（
前
年
度
比
０

・
３
ポ
イ
ン
ト
改
善
）
と
な
り
、
四
期

連
続
で
黒
字
圏
を
維
持
し
た（
図
１
）。

　

貨
物
運
送
事
業
に
お
け
る

営
業
利
益
は
︑
29
年
度
の
事

業
者
１
者
当
た
り
マ
イ
ナ
ス

57
万
１
０
０
０
円
か
ら
42
万

７
０
０
０
円
改
善
し
︑
30
年

度
は
マ
イ
ナ
ス
14
万
４
０
０

０
円
と
な
っ
た
︒
29
年
度
か

ら
改
善
し
て
は
い
る
も
の
の
︑

30
年
度
も
引
き
続
き
赤
字
圏

と
な
っ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
営
業
損
益
率
の
動

向
︵
図
５
︶
を
み
る
と
︑
30

年
度
の
売
上
高
営
業
利
益
率

（
す
べ
て
の
事
業
）
は
０
・

３
％
（
前
年
度
比
０
・
８
ポ

イ
ン
ト
改
善
）︑
営
業
収
益

営
業
利
益
率
（
貨
物
運
送
事

業
）
は
マ
イ
ナ
ス
０
・
１
％

（
同
０
・
２
ポ
イ
ン
ト
改
善
）

と
︑
29
年
度
か
ら
改
善
し
て

い
る
︒

　

な
お
︑表
で
示
し
た
通
り
︑

保
有
台
数
１
０
１
台
以
上
の

事
業
者
で
は
営
業
利
益
率
は

０
・
８
％
と
プ
ラ
ス
圏
に
な

っ
て
い
る
が
︑
10
台
以
下
の

事
業
者
で
は
マ
イ
ナ
ス
１
・

ン
ト
改
善
）
と
な
っ
た
︒
事

業
規
模
別
に
み
て
も
︑
経
常

利
益
額
ベ
ー
ス
で
は
す
べ
て

の
車
両
規
模
区
分
で
改
善
し

て
い
る
︒

　

貨
物
運
送
事
業
に
お
け
る

黒
字
事
業
者
の
割
合
推
移

︵
図
７
︶
で
は
︑
30
年
度
の

営
業
利
益
段
階
の
黒
字
事
業

者
は
54
％
（
同
４
ポ
イ
ン
ト

改
善
）︑
ま
た
経
常
利
益
段

階
の
黒
字
事
業
者
は
64
％

（
同
４
ポ
イ
ン
ト
改
善
）
と

な
っ
た
︒

２
％
と
な
り
︑
厳
し
い
状
況

が
見
て
取
れ
る
︒

　

一
方
︑
貨
物
運
送
事
業
に

お
け
る
経
常
利
益
は
︑
29
年

度
の
１
４
１
万
１
千
円
か
ら

81
万
８
０
０
０
円
増
加
し
︑

30
年
度
は
２
２
２
万
９
０
０

０
円
と
改
善
に
転
じ
た
︒

　

ま
た
︑
経
常
損
益
率
の
動

向
︵
図
６
︶
を
み
る
と
︑
30

年
度
の
売
上
高
経
常
利
益
率

（
す
べ
て
の
事
業
）
は
１
・

３
％
（
同
０
・
９
ポ
イ
ン
ト

改
善
）︑
営
業
収
益
経
常
利

益
率
（
貨
物
運
送
事
業
）
は

０
・
９
％
（
同
０
・
３
ポ
イ
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運
賃
改
善
等
に
よ
り
営
業
損
益
は
改
善
傾
向
に

ド
ラ
イ
バ
ー
の
処
遇
改
善
実
現
に
向
け　

増
収
へ
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
必
要
に

堅
調
に
推
移
︒
特
に
︑
車
両

保
有
台
数
21
～
50
両
の
事
業

者
で
の
改
善
幅
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
︒

　

一
方
︑
図
９
は
︑
25
～
30

年
度
の
対
営
業
収
益
人
件
費

比
率
の
推
移
を
示
し
て
い
る
︒

　

運
転
者
人
材
の
不
足
に
対

応
す
る
た
め
に
︑
賃
金
水
準

を
引
き
上
げ
る
な
ど
の
処
遇

改
善
を
進
め
た
結
果
︑
人
件

費
水
準
は
高
止
ま
り
の
状
況

と
な
っ
て
い
る
︒

　

運
転
者
人
材
の
離
職
率
を

低
下
さ
せ
︑
効
果
的
に
人
材

を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
︑

運
送
事
業
者
で
は
賃
金
の
見

直
し
や
各
種
手
当
の
新
設
・

増
額
な
ど
の
取
り
組
み
が
な

さ
れ
て
い
る
︒
さ
ら
に
︑
働

き
方
改
革
へ
の
対
応
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
︑
人
件
費

水
準
は
一
段
と
上
昇
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
︒
今

後
運
送
事
業
者
に
は
︑
運
賃

等
の
単
価
改
善
（
運
賃
引
き

上
げ
）
な
ど
︑
増
収
に
向
け

た
取
り
組
み
が
強
く
求
め
ら

れ
る
︒

1
売
上
高
（
す
べ
て
の
事
業
収
入
）
お
よ
び
営
業
収
益
（
貨
物
運
送
事
業
収
入
）
の
動
向

2
営
業
損
益
お
よ
び
経
常
損
益
の
状
況

3
運
転
者
人
材
不
足
に
よ
る
影
響
の
考
察

増
収
効
果
が
持
続

四
期
連
続
で
増
収
基
調
を
堅
持

小
規
模
事
業
者
で
は

引
き
続
き
厳
し
い
財
務
状
況
が
続
く

原
資
と
な
る
利
益
を
確
保
し

働
き
方
改
革
へ
の
対
応
を
着
実
に

表　貨物運送事業の営業収益・営業利益率の推移（1者平均）

注：営業収益のカッコ内は前年度比伸び率、単位％、▲はマイナス

営業利益率（％）営業収益（千円）

30年度29年度28年度30年度29年度平成28年度
区分

全　体

10台以下

11～20台

21～50台

51～100台

101台以上

車
両
規
模
別

0.2

▲ 0.7

0.1

0.2

0.3

1.0

▲ 0.1

▲ 1.2

▲ 0.1

0.4

0.5

　 0.8

▲ 0.3

▲ 1.5

▲ 0.9

0.0

0.2

　 0.6

（ 　 7.6 ）
236,396

（ 　 2.8 ）
60,678

（ 　 2.1 ）
161,904

（ 　 9.1 ）
353,572

（ 　 5.8 ）
691,560

（ 　 8.3 ）
1,444,074

（ 　 2.8 ）
219,693

（ 　 4.0 ）
59,024

（ 　 4.4 ）
158,533

（ 　 0.7 ）
324,052

（ 　 2.1 ）
653,458

（ 　 2.3 ）
1,333,006

（    6.1 ）

（    3.5 ）

（    3.9 ）

（    4.9 ）

（    5.9 ）

213,751

56,780

151,893

321,930

639,716

（　11.5 ）
1,303,147

図２　輸送トン数の推移

図４　売上高および営業収益の推移

図３　トラック運送業界の景況感

図５　営業損益率の動向

図７　黒字事業者の割合推移

図６　経常損益の動向

図９　対営業収益 人件費比率の推移

図１

図８　実働率の推移
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商
用
車
メ
ー
カ
ー
と
協
働
で
「
物
流
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
」
実
現
目
指
す

　

自
動
車
産
業
を
巡
っ
て

は
︑
近
年
︑
コ
ネ
ク
ト

（Connectivity

）︑
自
動

走
行
（A

utonom
ous

）︑

モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス

（Shared&
Service

）︑

電
動
化（Electric

）な
ど
︑

い
わ
ゆ
る
﹁
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
﹂
と

呼
ば
れ
る
１
０
０
年
に
１
度

と
も
い
わ
れ
る
環
境
変
化
が

　

同
勉
強
会
に
は
︑
商
用
車

Ｏ
Ｅ
Ｍ
（
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス

等
を
製
造
す
る
完
成
車
メ
ー

カ
ー
）
の
ほ
か
︑
荷
主
や
運

送
事
業
者
な
ど
も
参
加
︒
車

両
開
発
を
進
め
る
商
用
車
Ｏ

　

物
流
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
を
実
現
す

る
た
め
の
︑
商
用
車
業
界
に

お
け
る
取
り
組
み
の
方
向
性

と
し
て
︑
同
取
り
ま
と
め
で

は
図
２
の
内
容
を
挙
げ
て
い

る
︒

　

経
産
省
で
は
同
取
り
ま
と

め
を
踏
ま
え
︑
令
和
２
年
度

以
降
︑
国
土
交
通
省
と
連
携

し
な
が
ら
︑商
用
車
Ｏ
Ｅ
Ｍ
︑

物
流
業
界
︑
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
事
業
者
等
の
民
間
事

業
者
等
と
協
働
し
︑
図
２
で

掲
げ
た
取
り
組
み
内
容
の
具

体
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
る
︒

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
効
果
的

な
連
携
・
活
用
に
よ
り
︑
物

流
効
率
化
の
実
現
を
目
指
す

﹁
物
流
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
﹂︒
商
用

到
来
し
て
い
る
︒
ト
ラ
ッ
ク

等
の
商
用
車
分
野
で
の
﹁
Ｃ

Ａ
Ｓ
Ｅ
﹂
へ
の
対
応
も
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑﹁
物
流
﹂
は
経
済

活
動
の
血
脈
で
あ
り
︑
あ
ら

ゆ
る
産
業
の
生
産
性
向
上
に

大
き
く
影
響
を
与
え
る
重
要

領
域
で
あ
る
︒

　

一
方
︑
昨
今
の
ド
ラ
イ
バ

Ｅ
Ｍ
は
と
も
に
︑
荷
主
・
運

送
事
業
者
等
の
プ
レ
イ
ヤ
ー

が
進
め
る
物
流
効
率
化
に
貢

献
す
べ
く
︑目
指
す
べ
き
﹁
共

通
の
物
流
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
実
現

像
﹂
を
描
き
な
が
ら
︑
デ
ジ

車
Ｏ
Ｅ
Ｍ
と
荷
主
・
運
送
事

業
者
が
一
緒
に
な
り
︑﹁
物
流

ー
不
足
や
荷
主
・
配
送
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
（
小
口
・
多
頻

度
）
等
に
よ
り
︑
運
送
事
業

者
を
取
り
巻
く
事
業
環
境
は

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
︒

　

さ
ら
に
︑
近
年
物
流
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
化

・
デ
ジ
タ
ル
化
が
徐
々
に
進

ん
で
お
り
︑
大
手
運
送
事
業

者
の
み
な
ら
ず
︑
中
小
運
送

タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
い
く

こ
と
で
︑
共
同
輸
送
や
混
載

配
送
・
輸
配
送
ル
ー
ト
最
適

化
等
と
い
っ
た
物
流
効
率
化

を
共
同
で
実
現
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
位
置
付
け
て

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
﹂
を
通
じ
て
積
載

率
向
上
な
ど
の
新
し
い
挑
戦

い
る
︒

　

同
取
り
ま
と
め
で
掲
げ
ら

れ
て
い
る
﹁
物
流
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

の
実
現
像
﹂は
︑図
１
の
通
り
︒

﹁
幹
線
輸
送
﹂﹁
結
節
点
﹂﹁
支

線
配
送
（
域
内
～
末
端
）﹂

の
３
つ
の
場
面
で
︑﹁
物
流
・

商
流
デ
ー
タ
連
携
﹂
と
﹁
物

流
機
能
の
自
動
化
﹂
を
通
じ

て
︑
最
適
物
流
の
実
現
化
に

取
り
組
ん
で
い
く
と
し
て
い

る
︒

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
︑

運
送
事
業
者
に
と
っ
て
は
︑

物
流
業
界
を
取
り
巻
く
人
手

不
足
や
物
流
の
さ
ら
な
る
効

率
化
な
ど
と
い
っ
た
様
々
な

課
題
の
解
決
と
物
流
の
付
加

価
値
向
上
が
期
待
で
き
る
だ

ろ
う
︒

事
業
者
に
お
い
て
も
目
的
や

用
途
に
応
じ
て
運
行
管
理
シ

ス
テ
ム
導
入
の
進
展
が
み
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒

　

し
か
し
な
が
ら
︑
シ
ス
テ

ム
の
個
別
最
適
化
が
進
ん
だ

中
で
︑
荷
主
・
運
送
事
業
者

・
車
両
の
物
流
・
商
流
デ
ー

タ
の
連
携
が
進
ん
で
お
ら
ず
︑

様
々
な
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て

収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
が
荷
主

や
運
送
事
業
者
な
ど
の
関
係

者
間
で
活
用
し
き
れ
て
い
な

い
現
状
も
み
ら
れ
る
︒

　

物
流
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
で
は
︑
こ

う
し
た
物
流
業
界
の
抱
え
る

課
題
の
解
決
に
向
け
て
︑﹁
荷

主
・
運
送
事
業
者
・
車
両
の

物
流
・
商
流
デ
ー
タ
連
携
﹂

と
﹁
物
流
機
能
の
自
動
化
﹂

の
合
わ
せ
技
で
最
適
物
流
を

実
現
し
︑
社
会
課
題
の
解
決

お
よ
び
物
流
の
付
加
価
値
向

上
を
目
指
し
て
い
く
︒

　

経
済
産
業
省
は
令
和
元
年
12
月
か
ら
、

物
流
分
野
に
お
け
る
新
し
い
モ
ビ
リ
テ
ィ

サ
ー
ビ
ス（
物
流
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
）勉
強
会（
座

長
・
石
田
東
生
国
立
大
学
法
人
筑
波
大
学

名
誉
教
授
）
を
開
催
し
、
物
流
業
界
の
現

状
・
課
題
、
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
の
ト
レ
ン

ド
を
踏
ま
え
、
物
流
の
目
指
す
べ
き
将
来

像
や
そ
の
実
現
に
向
け
た
商
用
車
業
界
と

し
て
の
取
り
組
み
等
を
検
討
。こ
の
た
び
、

検
討
の
成
果
を
取
り
ま
と
め
、公
表
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
物
流
業
界
の
課
題
解
決
に

資
す
る
「
物
流
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
」
の
将
来
像
に

つ
い
て
、
同
勉
強
会
に
お
け
る
取
り
ま
と

め
を
基
に
み
て
い
き
た
い
。

3
今
後
の
取
り
組
み

商
用
車
メ
ー
カ
ー
等
と
協
働
で

取
り
組
み
内
容
の
具
体
化
を
目
指
す

図２　商用車業界としての取り組みの方向性

①トラックデータ連携の仕組みを確立
　他の物流効率化システムとの連携を見据え、日本版 FMS 標準※

およびコネクタを活用し、複数 OEM のトラック車両データを収集し、
運行管理可能な仕組みを確立。安全や災害対応情報等協調領域
のユースケースにおける実装や将来の幹線配送システム（運行管理・
車両マッチング等）に向けた検討を促進

②見える化・混載による輸配送効率化
　トラック位置情報と架装の積荷情報を収集し、荷台空きスペース
を可視化。複数荷主・運送事業者による混載の取り組みを推進す
ることで、ドライバーの働きやすさ向上と平均積載率改善（トンキロ
当たり燃料消費量削減）をともに実現。潜在的な共同輸配送ニー
ズ発掘・マッチングに繋げる

③電動商用車活用・エネマネ検証
　支線物流における電動商用車活用を見据え、電動車の特性（航
続距離、充電時間、静音性等）を踏まえたオペレーションとエネル
ギーマネジメントの最適化手法を検証（電動車MaaS）。商用車の
電動化における経済性の検証およびその向上による電動車の普及
拡大に繋げる

※ FMS 標準（FMS：Fleet Management System）：車両運行管理に必
要となるトラックデータの標準仕様。発信するデータ項目について、欧州
における必須項目に準拠していく方向性を商用車 OEM4社で確認してお
り、今後、日本における車両運行管理に必要となるデータ項目の追加や
形式等の仕様を検討していく

図１

1「
物
流
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
」と
は
？

2
物
流
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
実
現
像

物
流
効
率
化
へ
の
カ
ギ
と
な
る

「
物
流
・
商
流
デ
ー
タ
連
携
」
と
「
物
流
機
能
の
自
動
化
」

幹
線
輸
送
・
結
節
点
・
支
線
配
送
の

３
場
面
で
最
適
物
流
実
現
へ

さらなる物流効率化に向けてトラックデータ連携への取り組みを加速
物流分野における新しいモビリティサービス（物流MaａS）勉強会

経
産
省
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事
業
者
は
︑
事
業
所
の
立

地
や
運
行
形
態
等
を
十
分
に

踏
ま
え
︑
事
業
所
内
︑
事
業

用
自
動
車
内
︑
運
行
経
路
︑

立
寄
先
や
通
勤
経
路
を
含
む

周
辺
地
域
に
お
い
て
︑
従
業

員
等
の
感
染
を
防
止
す
る
よ

⑴
感
染
予
防
対
策
の
体
制

◦
経
営
ト
ッ
プ
が
率
先
し
︑

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
の
対
策
の
策
定

・
変
更
に
つ
い
て
検
討
す
る
体

制
を
整
え
る
︒

◦
感
染
症
法
︑
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置

法
等
の
関
連
法
令
上
の
義
務

を
遵
守
す
る
と
と
も
に
︑
労

働
安
全
衛
生
関
係
法
令
を
踏

ま
え
︑
衛
生
委
員
会
や
産
業

医
等
の
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
の

活
用
を
図
る
︒

◦
国
・
地
方
自
治
体
・
業
種

団
体
等
を
通
じ
︑
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
正
確
な
情
報
を
常
時
収
集

す
る
︒

⑵
健
康
管
理

◦
従
業
員
に
対
し
て
︑
可
能

な
限
り
朝
夕
２
回
の
体
温
測

定
を
行
っ
た
上
で
︑
そ
の
結

果
や
症
状
の
有
無
を
報
告
さ

せ
︑
発
熱
や
せ
き
等
の
症
状

が
あ
る
者
は
自
宅
待
機
と
す

る
︒
特
に
︑
息
苦
し
さ
︑
だ

る
さ
︑
味
覚
・
嗅
覚
障
害
と

い
っ
た
体
調
の
変
化
が
無
い
か

重
点
的
に
確
認
す
る
︒（
運
転

者
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
は
︑

﹁
⑻
運
転
者
に
対
す
る
点
呼
﹂

の
内
容
も
参
照
す
る
こ
と
︒）

◦
発
熱
や
せ
き
等
の
症
状
が

あ
り
自
宅
待
機
と
な
っ
た
従

業
員
に
つ
い
て
は
︑
毎
日
︑
健

康
状
態
を
確
認
し
た
上
で
︑

う
努
め
る
も
の
と
す
る
︒

　

こ
の
た
め
︑﹁
三
つ
の
密
﹂

が
生
じ
︑
ク
ラ
ス
タ
ー
感
染

発
生
リ
ス
ク
の
高
い
状
況
を

回
避
す
る
た
め
︑
最
大
限
の

対
策
を
講
じ
る
︒

症
状
が
な
く
な
り
︑
出
社
判

断
を
行
う
際
に
は
︑
学
会
の

指
針
※１
な
ど
を
参
考
に
す
る
︒

症
状
に
改
善
が
見
ら
れ
な
い

場
合
は
︑
医
師
や
保
健
所
へ

の
相
談
を
指
示
す
る
︒

◦
従
業
員
に
対
し
て
︑
毎
日

十
分
な
睡
眠
を
取
り
︑
休
日

は
休
養
に
努
め
る
よ
う
求
め

る
︒

⑶
通
勤

◦
テ
レ
ワ
ー
ク
（
在
宅
や
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
で
の
勤

務
）︑
時
差
出
勤
︑
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
勤
務
（
就
労
日
や
時

間
帯
を
複
数
に
分
け
た
勤

務
）︑
変
形
労
働
時
間
制
︑

週
休
３
日
制
な
ど
︑
様
々
な

勤
務
形
態
の
検
討
を
通
じ
︑

通
勤
頻
度
を
減
ら
し
︑
公
共

交
通
機
関
の
混
雑
緩
和
を
図

る
︒

◦
自
家
用
車
︑
自
転
車
な
ど

公
共
交
通
機
関
を
使
わ
ず
に

通
勤
で
き
る
従
業
員
に
は
︑

こ
れ
を
励
行
す
る
︒

◦
そ
れ
以
外
の
従
業
員
に
つ
い

て
も
︑
時
差
出
勤
の
励
行
︑

従
業
員
用
の
通
勤
バ
ス
の
運

行
な
ど
に
よ
り
︑
公
共
交
通

機
関
の
利
用
の
緩
和
を
図
る
︒

ま
た
︑
公
共
交
通
機
関
を
利

用
す
る
従
業
員
に
は
︑
マ
ス

ク
の
着
用
や
︑
私
語
を
し
な

い
こ
と
等
を
徹
底
す
る
︒

⑷
事
業
所
で
の
勤
務

◦
従
業
員
が
︑
で
き
る
限
り

２
㍍
を
目
安
に
︑
一
定
の
距
離

を
保
て
る
よ
う
︑
人
員
配
置

に
つ
い
て
最
大
限
の
見
直
し
を

行
う
よ
う
努
め
る
︒

◦
従
業
員
に
対
し
︑始
業
時
︑

休
憩
後
を
含
め
︑
定
期
的
な

手
洗
い
︑
手
指
消
毒
を
徹
底

す
る
︒
こ
の
た
め
に
必
要
と
な

る
水
道
設
備
や
石
け
ん
︑
手

指
消
毒
液
な
ど
を
配
置
す
る
︒

◦
従
業
員
に
対
し
︑
休
憩
時

間
を
含
む
勤
務
中
の
マ
ス
ク

等
の
装
着
を
徹
底
す
る
︒

◦
飛
沫
感
染
防
止
の
た
め
︑

座
席
配
置
等
は
広
々
と
配
置

す
る
︒
仕
切
り
の
な
い
対
面

の
座
席
配
置
は
避
け
︑
可
能

な
限
り
対
角
に
配
置
す
る
︑

横
並
び
に
す
る
な
ど
工
夫
す
る

（
そ
の
場
合
で
も
最
低
１
㍍

あ
け
る
等
の
対
策
を
検
討
す

る
︒）︒

◦
窓
が
開
く
場
合
︑
１
時
間

に
２
回
程
度
︑
窓
を
あ
け
換

気
に
努
め
る
︒
建
物
全
体
や

個
別
の
作
業
ス
ペ
ー
ス
の
換
気

に
努
め
る
︒

◦
他
人
と
共
用
す
る
物
品
や

手
が
頻
繁
に
触
れ
る
箇
所
を

最
小
限
に
す
る
よ
う
工
夫
す

る
︒

◦
人
と
人
が
頻
繁
に
対
面
す

る
場
所
は
︑
ア
ク
リ
ル
板
・

透
明
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
な

ど
で
遮
蔽
す
る
︒

◦
外
勤
は
公
共
交
通
機
関
の

ラ
ッ
シ
ュ
の
時
間
帯
を
避
け
る

な
ど
︑人
混
み
に
近
づ
か
な
い
︒

◦
出
張
は
︑
地
域
の
感
染
状

況
に
注
意
し
︑
不
要
不
急
の

場
合
は
見
合
わ
せ
る
︒

◦
外
勤
時
や
出
張
時
に
は
面

会
相
手
や
時
間
︑
経
路
︑
訪

問
場
所
等
を
記
録
に
残
す
︒

◦
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
は
極
力

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
︑
身
体

的
距
離
最
低
１
㍍
以
上
を
確

保
で
き
な
い
参
加
者
が
見
込

ま
れ
る
︑
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
な

い
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

は
︑
原
則
と
し
て
行
わ
な
い
︒

◦
少
人
数
の
会
議
に
つ
い
て

は
︑
必
要
性
を
検
討
の
上
で

判
断
（
時
期
の
見
直
し
︑
テ

レ
ビ
会
議
等
で
の
代
替
を
検

討
）
す
る
︒
対
面
で
行
う
場

合
は
︑
会
議
室
の
椅
子
を
減

ら
し
た
り
︑
机
等
に
印
を
つ

け
た
り
す
る
な
ど
︑
近
距
離

や
対
面
に
座
ら
な
い
よ
う
に

工
夫
す
る
︒

◦
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
な
い
社
外

の
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
等
に
つ
い

て
は
︑必
要
性
を
検
討
の
上
︑

可
能
な
限
り
参
加
を
控
え
る
︒

参
加
す
る
場
合
は
︑
最
小
人

数
と
し
︑
マ
ス
ク
着
用
を
推

奨
す
る
︒

◦
採
用
説
明
会
や
面
接
等
に

つ
い
て
は
︑
テ
レ
ビ
会
議
等
で

実
施
す
る
な
ど
工
夫
す
る
︒

◦
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
う
に
あ
た

っ
て
は
︑
厚
生
労
働
省
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
※２
な
ど
を
参
照
し
︑

労
働
時
間
の
適
正
な
把
握
や

適
正
な
作
業
環
境
の
整
備
な

ど
に
配
慮
す
る
︒

◦
事
業
所
内
に
感
染
防
止
対

策
を
示
し
た
チ
ラ
シ
を
掲
示

す
る
等
に
よ
り
︑
従
業
員
に

対
し
て
感
染
防
止
対
策
を
周

知
す
る
︒

⑸
事
業
所
で
の
休
憩
・
休
息
ス

ペ
ー
ス

◦
共
有
す
る
物
品
（
テ
ー
ブ

ル
︑
椅
子
等
）
は
︑
定
期
的

に
消
毒
す
る
︒

◦
使
用
す
る
際
は
︑
入
退
室

の
前
後
の
手
洗
い
を
徹
底
す

る
︒

◦
喫
煙
を
含
め
︑
休
憩
・
休

息
を
と
る
場
合
に
は
︑
屋
外

で
あ
っ
て
も
２
㍍
以
上
の
距
離

を
確
保
す
る
よ
う
努
め
る
︑

一
定
数
以
上
が
同
時
に
休
憩

ス
ペ
ー
ス
に
入
ら
な
い
︑
屋
内

機
器
を
使
っ
た
後
は
︑
手
洗

い
を
行
う
（
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
可
）︒

⑽
事
業
所
等
へ
の
立
ち
入
り

◦
取
引
先
等
の
外
部
関
係
者

の
立
ち
入
り
に
つ
い
て
は
︑
必

要
性
を
含
め
検
討
し
︑
立
ち

入
り
を
認
め
る
場
合
は
︑
当

該
者
に
対
し
て
︑
従
業
員
に

準
じ
た
感
染
防
止
対
策
を
求

め
る
︒

◦
こ
の
た
め
︑
あ
ら
か
じ
め
︑

こ
れ
ら
の
外
部
関
係
者
が
所

属
す
る
企
業
等
に
︑
事
業
所

内
で
の
感
染
防
止
対
策
の
内

容
を
説
明
す
る
等
に
よ
り
︑

理
解
を
促
す
︒

⑾
従
業
員
に
対
す
る
協
力
の

お
願
い

◦
従
業
員
に
対
し
︑
感
染
防

止
対
策
の
重
要
性
を
理
解
さ

せ
︑
日
常
生
活
を
含
む
行
動

変
容
を
促
す
︒
こ
の
た
め
︑

こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
専
門
家
会
議

が
発
表
し
て
い
る
﹁
人
と
の

接
触
を
８
割
減
ら
す
10
の
ポ

イ
ン
ト
﹂
や
﹁﹃
新
し
い
生
活

様
式
﹄
の
実
践
例
﹂
を
周
知

す
る
な
ど
の
取
組
を
行
う
︒

◦
公
共
交
通
機
関
や
図
書
館

な
ど
公
共
施
設
を
利
用
す
る

従
業
員
に
は
︑
マ
ス
ク
の
着

用
︑
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
励
行
︑

車
内
な
ど
密
閉
空
間
で
の
会

話
を
し
な
い
こ
と
等
を
徹
底

す
る
︒

◦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
か
ら
回
復
し
た
従
業
員

や
そ
の
関
係
者
が
︑
事
業
所

内
で
差
別
さ
れ
る
な
ど
の
人

権
侵
害
を
受
け
る
こ
と
の
な

い
よ
う
︑従
業
員
を
指
導
し
︑

円
滑
な
社
会
復
帰
の
た
め
の

十
分
な
配
慮
を
行
う
︒

◦
発
熱
や
味
覚
障
害
と
い
っ

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
み
ら
れ
る
症
状
以
外
の

症
状
も
含
め
︑
体
調
に
思
わ

し
く
な
い
点
が
あ
る
場
合
︑

濃
厚
接
触
の
可
能
性
が
あ
る

場
合
︑
同
居
家
族
で
感
染
し

た
場
合
︑
各
種
休
暇
制
度
や

在
宅
勤
務
の
利
用
を
推
奨
す

る
︒

◦
過
去
14
日
以
内
に
政
府
か

ら
入
国
制
限
さ
れ
て
い
る
︑

ま
た
は
入
国
後
の
観
察
期
間

を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
国
・

地
域
な
ど
へ
の
渡
航
並
び
に

当
該
在
住
者
と
の
濃
厚
接
触

が
あ
る
場
合
︑
自
宅
待
機
を

指
示
す
る
︒

◦
取
引
先
等
企
業
に
も
同
様

の
取
り
組
み
を
促
す
こ
と
が

望
ま
し
い
︒

⑿
利
用
者
に
対
す
る
協
力
の

お
願
い

◦
事
業
所
内
に
立
ち
入
る
利

用
者
に
対
し
て
︑
感
染
防
止

対
策
を
示
し
た
チ
ラ
シ
の
掲
示

・
配
布
を
行
う
等
に
よ
り
︑

感
染
拡
大
防
止
に
つ
い
て
協

力
を
求
め
る
︒

◦
非
対
面
・
非
接
触
の
配
送

形
態
で
あ
る
﹁
置
き
配
﹂
に
つ

い
て
︑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
※４
を
参

照
し
な
が
ら
活
用
へ
の
理
解

を
促
す
︒

⒀
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
場

合
の
対
応

①
従
業
員
の
感
染
が
確
認
さ

れ
た
場
合

◦
保
健
所
︑
医
療
機
関
の
指

示
に
従
う
︒

◦
従
業
員
が
感
染
し
た
旨
を

速
や
か
に
各
地
方
運
輸
局
等

に
連
絡
す
る
︒

◦
感
染
者
の
行
動
範
囲
を
踏

ま
え
︑
感
染
者
の
勤
務
場
所

の
消
毒
を
行
う
と
と
も
に
︑

必
要
に
応
じ
て
︑
同
勤
務
場

所
の
勤
務
者
に
自
宅
待
機
を

さ
せ
る
な
ど
の
対
応
を
検
討

す
る
︒

◦
感
染
者
の
人
権
に
配
慮
し
︑

個
人
名
が
特
定
さ
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
留
意
す
る
︒
な

お
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
防
止
を
目

的
と
し
た
個
人
デ
ー
タ
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
は
︑
個
人
情

報
保
護
に
配
慮
し
︑
適
正
に

取
り
扱
う
︒

②
複
数
社
が
混
在
す
る
借
用

ビ
ル
内
で
同
居
す
る
他
社
の

社
員
で
感
染
が
確
認
さ
れ
た

場
合

◦
保
健
所
︑
医
療
機
関
お
よ

び
ビ
ル
貸
主
の
指
示
に
従
う
︒

⒁
そ
の
他

◦
総
括
安
全
衛
生
管
理
者
や

安
全
衛
生
推
進
者
と
保
健
所

と
の
連
絡
体
制
を
確
立
し
︑

保
健
所
の
聞
き
取
り
等
に
必

ず
協
力
す
る
︒

◦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
予
防
に
あ
た
っ
て
は
︑
本
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
加
え
て
︑
公

益
社
団
法
人
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
感
染
予
防
対
策
の
た
め

に
作
成
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
※５

も
参
考
に
す
る
︒

休
憩
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
常

時
換
気
を
行
う
な
ど
︑
い
わ

ゆ
る
﹁
三
つ
の
密
﹂
を
避
け
る

こ
と
を
徹
底
す
る
︒

◦
休
憩
・
休
息
ス
ペ
ー
ス
で

は
︑
原
則
と
し
て
マ
ス
ク
を

着
用
す
る
︒

◦
食
堂
等
で
の
飲
食
に
つ
い
て

も
︑
時
間
を
ず
ら
す
︑
椅
子

を
間
引
く
な
ど
に
よ
り
︑
２

㍍
以
上
の
距
離
を
確
保
す
る

よ
う
努
め
る
︒
施
設
の
制
約

等
に
よ
り
︑
こ
れ
が
困
難
な

場
合
も
︑
対
面
で
座
ら
な
い

よ
う
に
配
慮
す
る
︒

⑹
ト
イ
レ

◦
便
器
は
通
常
の
清
掃
で
構

わ
な
い
が
︑
不
特
定
多
数
が

使
用
す
る
場
所
は
清
拭
消
毒

を
行
う
︒

◦
便
器
に
蓋
が
あ
る
場
合
︑

蓋
を
閉
め
て
か
ら
汚
物
を
流

す
よ
う
表
示
す
る
︒

◦
ハ
ン
ド
ド
ラ
イ
ヤ
ー
は
利

用
を
止
め
︑
共
用
の
タ
オ
ル

は
禁
止
し
︑
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル

を
設
置
す
る
か
︑
従
業
員
に

個
人
用
タ
オ
ル
を
持
参
し
て

も
ら
う
︒

⑺
車
両
・
設
備
・
器
具

◦
ド
ア
ノ
ブ
︑
電
気
の
ス
イ
ッ

チ
︑
階
段
の
手
す
り
︑
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
ボ
タ
ン
︑
ゴ
ミ
箱
︑

電
話
︑
共
有
の
テ
ー
ブ
ル
・

い
す
な
ど
の
共
有
設
備
に
つ
い

て
︑
洗
浄
・
消
毒
を
行
う
︒

◦
車
両
点
検
用
工
具
な
ど
の

共
用
器
具
に
つ
い
て
は
︑
工
具

等
を
使
用
し
た
際
は
︑
こ
ま

め
に
手
洗
い
手
指
消
毒
を
行

う
よ
う
努
め
る
︒

※
設
備
や
器
具
の
消
毒
は
︑

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶

液
や
エ
タ
ノ
ー
ル
な
ど
︑
当

該
設
備
・
器
具
に
最
適
な
消

毒
液
を
用
い
る
︒

◦
ゴ
ミ
は
こ
ま
め
に
回
収
し
︑

鼻
水
や
唾
液
な
ど
が
つ
い
た

ゴ
ミ
が
あ
る
場
合
は
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
密
閉
す
る
︒
ゴ
ミ
の

回
収
な
ど
清
掃
作
業
を
行
う

従
業
員
は
︑
マ
ス
ク
や
手
袋

を
着
用
し
︑
作
業
後
に
手
洗

い
を
徹
底
す
る
︒

⑻
運
転
者
に
対
す
る
点
呼

◦
対
面
に
よ
り
運
転
者
に
対

し
て
点
呼
を
行
う
際
に
は
︑

適
切
な
距
離
を
保
つ
こ
と
︑

運
行
管
理
者
等
（
点
呼
を
行

う
運
行
管
理
者
又
は
補
助
者

を
い
う
︒）
と
運
転
者
の
間
に

ア
ク
リ
ル
板
や
透
明
ビ
ニ
ー

ル
カ
ー
テ
ン
な
ど
を
設
置
す

る
こ
と
︑
換
気
を
徹
底
す
る

こ
と
等
に
よ
り
︑い
わ
ゆ
る﹁
三

つ
の
密
﹂
を
避
け
る
た
め
の
取

組
を
行
う
︒
ま
た
︑
運
行
管

理
者
等
に
対
し
︑
マ
ス
ク
着

用
や
︑
点
呼
前
後
の
手
洗
い

等
の
基
本
的
な
感
染
予
防
対

策
を
講
じ
る
よ
う
徹
底
す
る
︒

◦
疲
労
︑
疾
病
等
を
報
告
さ

せ
る
際
に
は
︑
体
温
測
定
の

結
果
を
報
告
さ
せ
る
こ
と
に

よ
る
体
調
の
確
認
を
行
う
こ

と
等
に
よ
り
︑
健
康
状
態
を

確
実
に
把
握
す
る
と
と
も
に
︑

発
熱
や
せ
き
等
の
症
状
が
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
場
合

に
は
︑
自
宅
待
機
と
す
る
︒

◦
始
業
点
呼
時
に
︑
マ
ス
ク

の
着
用
や
手
洗
い
の
励
行
等

の
感
染
予
防
対
策
が
取
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
︒

◦
酒
気
帯
び
の
有
無
の
確
認

に
お
い
て
使
用
す
る
ア
ル
コ
ー

ル
検
知
器
に
つ
い
て
は
︑
こ
ま

め
に
除
菌
※３
す
る
こ
と
や
車
両

に
備
え
ら
れ
て
い
る
携
帯
型

ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
を
活
用

す
る
等
複
数
の
検
知
器
を
使

用
す
る
こ
と
等
に
よ
り
感
染

防
止
を
徹
底
す
る
︒

⑼
運
行
中

◦
２
名
以
上
の
従
業
員
が
同

乗
す
る
場
合
に
は
︑
マ
ス
ク
の

着
用
を
徹
底
す
る
︒

◦
荷
物
の
受
け
渡
し
︑
荷
役

等
に
お
い
て
︑
マ
ス
ク
や
手
袋

を
着
用
す
る
と
と
も
に
︑
書

類
の
受
渡
し
や
荷
物
の
積
み

卸
し
の
際
に
は
︑
相
手
先
と

の
直
接
接
触
を
減
ら
す
よ
う

努
め
︑
荷
積
み
前
や
荷
卸
し

後
は
車
内
の
消
毒
に
努
め
る
︒

◦
乗
務
員
に
対
し
︑
乗
務
中

に
発
熱
や
体
調
不
良
を
認
め

た
時
は
運
行
管
理
者
に
連
絡

を
入
れ
る
こ
と
を
徹
底
す
る

と
と
も
に
︑
乗
務
を
中
止
さ

せ
る
︒

◦
作
業
は
1
人
で
行
う
︑
ま

た
は
︑
複
数
名
で
行
う
場
合

は
持
ち
場
を
分
担
す
る
な
ど
︑

で
き
る
だ
け
お
互
い
に
距
離

を
取
っ
て
行
う
︒

◦
共
用
の
カ
ー
ト
な
ど
荷
役

　

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
︑
政
府
の
﹁
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
基
本
的
対
処

方
針
﹂（
令
和
２
年
３
月
28
日
︹
令
和
２
年
５
月
４
日
変
更
︺︑
以
下
﹁
対
処

方
針
﹂
と
い
う
︒）
を
は
じ
め
と
す
る
政
府
の
諸
決
定
を
踏
ま
え
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
と
し
て
︑
実
施
す

べ
き
基
本
的
事
項
に
つ
い
て
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
は
︑
我
が
国
の
国
民
生
活
や
経
済
活
動
を
支
え
る
重

要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
た
め
︑
対
処
方
針
に
お
い
て
も
︑
社
会
の
安
定
の
維
持

の
観
点
か
ら
︑
緊
急
事
態
措
置
の
期
間
中
に
も
︑
最
低
限
の
業
務
の
継
続
が

求
め
ら
れ
て
い
る
︒
同
時
に
︑
事
業
者
と
し
て
自
主
的
な
感
染
防
止
の
た
め
の

取
組
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防

止
し
て
い
く
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
る
︒

　

こ
の
た
め
︑
事
業
者
は
︑
対
処
方
針
の
趣
旨
・
内
容
を
十
分
に
理
解
し
た

上
で
︑
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
さ
れ
た
﹁
感
染
防
止
の
た
め
の
基
本
的
な
考

え
方
﹂
と
﹁
講
じ
る
べ
き
具
体
的
な
対
策
﹂
を
踏
ま
え
︑
個
々
の
運
行
形
態

等
も
考
慮
し
た
創
意
工
夫
も
図
り
つ
つ
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防

に
取
り
組
む
と
と
も
に
︑
社
会
基
盤
と
し
て
の
役
割
を
継
続
的
に
果
た
す
こ

と
が
望
ま
れ
る
︒

　

ま
た
︑
自
ら
の
感
染
予
防
対
策
に
留
ま
ら
ず
︑
情
報
の
提
供
・
共
有
な
ど

を
通
じ
︑
医
療
関
係
者
を
含
む
他
の
事
業
者
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
支
援

に
も
︑
積
極
的
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
︒

　

な
お
︑
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
︑
緊
急
事
態
措
置
を
実
施
す
る
期
間
中
の
み

な
ら
ず
︑
当
該
期
間
後
に
お
い
て
も
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

リ
ス
ク
が
低
減
し
︑
早
期
診
断
か
ら
重
症
化
予
防
ま
で
の
治
療
法
の
確
立
︑

ワ
ク
チ
ン
の
開
発
な
ど
に
よ
り
企
業
の
関
係
者
の
健
康
と
安
全
・
安
心
を
十

分
に
確
保
で
き
る
段
階
に
至
る
ま
で
の
間
の
事
業
活
動
に
用
い
ら
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
︒

　

ま
た
︑本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
は
︑感
染
拡
大
の
動
向
や
専
門
家
の
知
見
︑

こ
れ
を
踏
ま
え
た
対
処
方
針
の
改
定
等
を
踏
ま
え
︑
適
宜
︑
必
要
な
見
直
し

を
行
う
も
の
と
す
る
︒

₁
は
じ
め
に

₂ 

感
染
防
止
の
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方

₃ 

講
じ
る
べ
き
具
体
的
な
対
策

※１ �日本渡航医学会-日本産業衛生学会作成「職域のための新型コロナウイルス感染症
対策ガイド」など

　　（https://www.sanei.or.jp/images/contents/416/COVID-19guide0511koukai.pdf）
※２ 厚生労働省「テレワークにおける適切な労務管理のためのガイドライン」
　　（https://www.mhlw.go.jp/content/000553510.pdf）等を参照
※3 アルコール検知器の除菌にあたっては、誤検知を防ぐため、アルコール検知器協議

会の作成したチラシ（アルコール検知器協議会ホームページ内「新型コロナウイル
ス対策に対応したアルコール検知器使用にあたっての留意事項」https://j-bac.org/
topics/2020/95195/）を参考にすることが望ましい。

※4 「置き配の現状と実施に向けたポイント（令和２年３月経済産業省・国土交通省）」
　　（http://www.mlit.go.jp/common/001335954.pdf）
※5 「物流業における新型インフルエンザ対策ガイドライン（緊急対策マニュアル）」

（http://www.jta.or.jp/rodotaisaku/pdf/inhuruenza.pdf）
「新型インフルエンザ対策ガイドライン緊急対策マニュアル副読本」
（http://www.jta.or.jp/rodotaisaku/influ/img/kinkyu_taisaku_manual_sub.pdf）

1 面に関連

ト
ラ
ッ
ク
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
第
１
版
）

公
益
社
団
法
人
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会　

令
和
２
年
５
月
14
日
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新しい生活様式に合わせた、新しいレッスン方法の考案中……

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜車両通行帯編〜
 【解 答】２面に問題
❶ ×（法第20条第1項）道路の左側部分
に３つ以上の車両通行帯が設けられてい
るときは、その速度に応じ、その最も右側
の車両通行帯以外の車両通行帯を通行す
ることができると定められており、最も右
側の車両通行帯は追越しなどのために空
けておく。
❷ ○（法第17条第5項第1号）道路が一方
通行となっているとき道路の右側部分に
はみ出して走行できる。
❸ ○（法第20条の2）バス優先レーン通
行中、後方から路線バス等が接近してきた
ときは、すみやかにバス優先レーンから出
なければならない。

❹ ○（法第75条の8の2第3項）牽引自動
車は、車両通行帯の設けられた高速自動
車国道の本線車道においては、当該本線
車道の左側端から数えて一番目の車両通
行帯（道路標識等により通行の区分が指
定されているときは、当該通行の区分に係
る車両通行帯）を通行しなければならな
い。
❺ ×（法第2条第1項第3号の2・第75条
の4）最低速度が適用されるのは本線車道
であり、本線車道は本線車線により構成す
る車道をいう。したがって、登坂車線は本
線車道ではないので最低速度は適用され
ず、それより遅い速度でも走行できる。

食
　
文
　
化

食
　
文
　
化

176「
郷
土
料
理
の
す
す
め
①
」 

米
沢
の
う
こ
ぎ
飯

　

コ
ロ
ナ
禍
で
交
通
量
が
激

減
し
て
い
る
だ
け
に
︑
黙
々

と
業
務
を
遂
行
し
て
い
る
ト

ラ
ッ
ク
の
姿
は
頼
も
し
い
︒

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
︒

　

道
路
の
左
右
は
ど
こ
も
新

緑
真
っ
盛
り
︒
東
北
を
走
る

と
特
に
目
に
染
み
る
︒
春
が

遅
く
一
気
に
芽
吹
く
だ
け
に
︑

色
が
ひ
と
き
わ
鮮
や
か
な
の

だ
︒
た
と
え
ば
米
沢
な
ら
︑

う
こ
ぎ
の
若
緑
が
き
れ
い
だ
︒

ウ
コ
ギ
科
の
落
葉
低
木
で
︑

当
地
で
は
ヒ
メ
ウ
コ
ギ
種
が

生
け
垣
兼
食
用
に
活
用
さ
れ

る
︒
漢
方
原
料
に
な
る
ほ
ど

に
強
壮
作
用
が
あ
る
し
︑
新

芽
や
若
葉
は
軟
ら
か
く
て
独

特
の
香
気
と
味
わ
い
が
魅
力

だ
︒
さ
ら
に
︑
茎
の
と
げ
は

防
犯
用
に
な
る
と
︑
一
石
二

す
る
と
︑
九
代
藩
主
・
上
杉

鷹
山
は
う
こ
ぎ
を
生
け
垣
に

し
て
︑
積
極
的
に
食
べ
る
よ

う
奨
励
し
た
︒
冬
は
豪
雪
︑

夏
は
猛
暑
と
い
う
米
沢
の
気

候
が
う
こ
ぎ
に
合
っ
て
い
た
の

と
︑
食
べ
方
を
工
夫
し
た
お

か
げ
で
郷
土
料
理
に
な
っ
た

の
で
あ
る
︒
ま
た
︑
何
と
な

く
風
雅
な
気
分
に
な
れ
る
の

も
︑
名
君
・
鷹
山
公
の
計
算

飯
︒
硬
め
に
炊
い
て
︑
薄
く

塩
を
ふ
っ
て
︑
茹
で
た
う
こ

ぎ
の
み
じ
ん
切
り
を
さ
っ
と

混
ぜ
込
め
ば
い
い
︒
た
だ
そ

れ
だ
け
な
の
に
︑
一
口
食
べ
る

だ
け
で
滋
味
が
ふ
わ
り
と
広

が
る
︒
そ
う
そ
う
︑
う
こ
ぎ

飯
の
お
に
ぎ
り
も
春
の
喜
び

を
伝
え
る
味
だ
︒

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

鳥
三
鳥
な
の
で
あ
る
︒
な
お
︑

う
こ
ぎ
の
風
味
を
地
元
で
は

﹁
き
ど
い
﹂と
言
い
な
ら
わ
す
︒

　

う
こ
ぎ
の
栽
培
を
始
め
た

の
は
︑
米
沢
藩
の
初
代
藩
主

・
上
杉
景
勝
の
家
老
だ
っ
た

直
江
兼
続
と
い
わ
れ
る
︒
会

津
若
松
か
ら
移
封
し
て
き
た

際
の
財
政
再
建
と
︑
城
下
町

整
備
の
一
環
ら
し
い
︒
し
か

し
︑
後
の
時
代
に
藩
が
困
窮

の
う
ち
か
も
し
れ
な
い
︒

　

う
こ
ぎ
は
天
ぷ
ら
︑
お
ひ

た
し
に
し
て
も
お
い
し
い
が
︑

米
沢
の
味
と
し
て
定
評
が
あ

る
の
は
﹁
切
り
和
え
﹂
と
﹁
う

こ
ぎ
飯
﹂︒
切
り
和
え
は
︑

色
よ
く
茹
で
た
う
こ
ぎ
を
み

じ
ん
切
り
に
し
て
焼
き
味
噌

と
和
え
︑
み
り
ん
で
調
味
し

た
も
の
︒
ご
飯
の
友
に
い
い
︒

　

ご
飯
も
の
な
ら
︑
う
こ
ぎ

令和２年度 中央近代化基金融資推薦申込公募

第44回　補完融資
❖公募推薦総枠
　30億円
❖公募期間
　令和２年6月15日（月）から11月30日（月）まで
（ただし、公募枠の30億円に達し次第、申し込みの受付を
締め切る）
❖推薦対象者
　各都道府県トラック協会（以下「都道府県ト協」）に
加入している貨物自動車運送事業法の許可を受けた運
送事業者、その共同体およびその持株会社（傘下の貨
物自動車運送事業者に係る資金調達を行う者に限る）
（以下「事業者」）であって、株式会社商工組合中央金
庫（以下「商工中金」）または商工中金の代理店の取引
資格があるもの（予定を含む）。
❖対象事業
①�トラックターミナル・配送センター等の物流施設の整

備に要する資金
・�近代化・合理化のための事務機器等の設置購入に

要する資金を含む
・「補修・改修」に要する資金を含む

②人材確保および生産性向上のための設備
・�福利厚生施設の整備に要する資金［男女別施設（ト

イレ・更衣室・休憩室等）を含む］

・�荷役機械購入に要する資金（テールゲートリフター
の設置を含む）

※車両購入および改造は除く
❖融資限度
　事業規模が1億円以上の大規模プロジェクトで、申込
会員の令和２年度以降の投資額の30％以内で未払金
額の範囲内とする。
　ただし、上限金額は5億円とし、投資額の30％が5
千万円未満の場合は5千万円とする。
❖利子補給率
　年0.3%
❖都道府県ト協から全ト協宛て融資推薦期限
 （全ト協必着日）
	 第1回	 令和２年  7月	31日（金）
	 第2回	 8月	31日（月）
	 第3回	 9月	30日（水）
	 第4回	 10月	30日（金）
	 第5回	 12月	  7日（月）
❖融資推薦適否決定通知予定日
	 第1回	 令和２年  8月	17日（月）
	 第2回	 9月	14日（月）
	 第3回	 10月	14日（水）
	 第4回	 11月	16日（月）
	 第5回	 12月	18日（金）

第44回　燃料費対策特別融資
❖公募推薦総枠
　40億円
❖公募期間
　令和２年７月１日（水）から9月30日（水）まで
（ただし、公募枠の40億円に達し次第、申し込みの受
付を締め切る）
❖推薦対象者
　都道府県ト協に加入している貨物自動車運送事業者、そ
の共同体およびその持株会社（傘下の貨物自動車運送事
業者に係る資金調達を行う者に限る）であって、商工中金
または商工中金の代理店の取引資格があるもの（予定を
含む）。
❖対象資金
①�ポスト新長期規制適合車または平成28年排出ガス規

制適合車で、平成27年度燃費基準を達成した車両の
導入に必要な設備資金

②�自家用燃料供給施設整備に必要な設備資金
❖融資限度
　２千万円（都道府県ト協の限度額とは別枠とする）
❖利子補給率
　年0.3％
❖都道府県ト協から全ト協宛て融資推薦期限
 （全ト協必着日）
	 第1回	 令和２年  7月	31日（金）
	 第2回	 8月	31日（月）
	 第3回	 10月	  7日（水）
❖融資推薦適否決定通知予定日
	 第1回	 令和２年  8月	17日（月）
	 第2回	 9月	14日（月）
	 第3回	 10月	19日（月）

　全日本トラック協会ではこのたび、令和２年度中央
近代化基金融資（「補完融資」・「燃料費対策特別
融資」）の申込受付を開始する。
　この融資は、全ト協からの利子補給により、長期
低利の融資を推進し、トラック運送事業者の近代化･

合理化を図るために行われる。
　申し込みに必要な書類や融資条件の詳細等につい
ては、全ト協ホームページに掲載の公募要綱を参照
のこと。問い合わせは、各都道府県トラック協会また
は全ト協経営改善事業部（☎03-3354-1056）へ。

7月１日〜9月30日

6月15日〜11月30日

全ト協

安全対策事業
■�血圧計導入促進助成事業
▷助成対象機器

管理医療機器かつ特定保守管理医療機器である全自動血圧計（業務用）
▷助成額

機器取得価格の２分の１（上限５万円）
▷その他

各都道府県ト協の会員である中小企業者（資本金３億円以下または従
業員300人以下）が対象。1事業所1台

環境対策事業
■アイドリングストップ支援機器導入促進助成事業
▷助成対象機器

トラックドライバーが休憩、荷待ち等におけるエンジン停止時に相当時
間連続して使用可能な車載用冷暖房装置で、次に掲げるもの
①エアヒータ
②車載バッテリー式冷房装置
※�対象となる機器については、所属する都道府県ト協ホームページ

（HP）をご確認いただくか、各協会にお問い合わせください。
▷助成額

機器取得価格の２分の１以内の額（上限６万円）

経営改善事業
■準中型免許取得助成事業
▷助成対象

以下の準中型免許取得のために指定教習所等でかかる費用（事業者
が負担した場合に限る）
①準中型免許の取得（普通免許取得後の取得を含む）
②５トン限定準中型免許の限定解除

▷助成額
①上限４万円
②上限２万５千円
※�上記助成額にかかわらず、都道府県ト協の会員ごとに上限20万円
※�運転者が個人で準中型免許取得費用を負担した場合は、助成金を交付しない
※�助成額、条件、申請方法等の詳細については、所属の各都道府県ト協にお問

い合わせ下さい

■中小企業大学校講座受講促進助成制度
＜ご案内＞新型コロナウイルス感染拡大防止により、各校の研修が中
止・延期になっている場合があります。各校の開講状況については、中
小企業大学校各校のHP等でご確認ください。

▷助成対象
都道府県ト協会員である中小企業者（資本金３億円以下または従業員
300人以下）の経営者、後継者および管理者

▷助成額
受講料の３分の１（その他都道府県ト協より助成される場合もあり）

▷助成対象校
（独）中小企業基盤整備機構が運営する中小企業大学校（旭川校、
仙台校、三条校、東京校、瀬戸校、関西校、広島校、直方校、人吉校、
金沢キャンパス、四国キャンパス、WEB校［WEBee Campus］）

▷助成対象講座
①トップのための経営戦略、経営計画等に関する講座
②実践的な財務管理、利益計画等に関する講座
③管理者のための人材育成、労務管理等に関する講座
④女性リーダーの能力開発等に関する講座
⑤情報化、システム構築に関する講座
⑥その他物流事業に関する講座

■自家用燃料供給施設整備支援助成事業
▷助成対象

都道府県ト協会員トラック運送事業者・トラック運送事業協同組合・ト
ラック運送事業協同組合連合会による1,000ℓ以上の軽油専用タンク
の設置を伴う自家用燃料供給施設の新設・増設

▷助成額
・軽油タンクの新設（設置１か所分のみ）� ……100万円
・軽油タンクの増設または増設を伴う代替� ……30万円

令和２年度 全ト協の主な助成制度のご案内
　全日本トラック協会は、令和２年度も都道府県トラック協会を通
じて各種助成事業を実施しています。実施期間や申し込み等詳細
に関するお問い合わせは、所属する都道府県ト協まで。

ご活用ください
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▼
春
の
訪

れ
と
と
も

に
﹁
ヒ
バ

リ
﹂
が
美

声
を
披
露
し
て
い
る
の
は
︑
田
畑
が

広
が
る
一
帯
の
︑
50
㍍
は
あ
ろ
う
か

と
思
わ
れ
る
遥
か
上
空
で
す
︒
ひ
と

し
き
り
鳴
き
終
え
る
と
︑
草
む
ら
の

中
に
降
り
立
ち
︑
し
ば
し
の
休
憩
で

す
︒
新
緑
眩
し
い
５
月
に
︑
１
年
の

鬱
憤
を
晴
ら
す
が
如
く
囀
り
な
が

ら
上
空
に
舞
い
上
が
り
︑
長
時
間
停

空
飛
翔
を
し
て
は
降
り
て
の
繰
り

返
し
で
す
︒
そ
れ
は
﹁
揚
げ
雲
雀
﹂

と
呼
ば
れ
︑
繁
殖
期
の
縄
張
り
宣

言
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
︒
ヒ
バ
リ
そ

の
も
の
は
︑
茶
色
の
着
物
を
身
に
纏

い
︑
ス
ズ
メ
と
見
間
違
う
よ
う
な
い

で
た
ち
で
す
︒
ヒ
バ
リ
を
﹁
雲
雀
﹂

と
は
よ
く
命
名
し
た
も
の
で
す
︒
▼

ヒ
バ
リ
の
囀
り
を
聞
く
場
所
は
︑
自

転
車
で
最
寄
り
駅
に
向
か
う
田
畑

の
側
道
で
す
︒
毎
回
決
ま
っ
て
老
犬

を
連
れ
た
男
性
と
す
れ
違
い
ま

す
︒
40
代
と
お
ぼ
し
き
男
性
が
連

れ
て
い
る
の
は
﹁
ボ
ー
ダ
ー
・
コ
リ

ー
﹂
で
︑
白
と
黒
の
毛
色
が
特
徴
の

大
人
し
い
犬
で
す
︒
彼
は
柔
和
な
顔

付
き
で
︑﹁
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
︒

良
い
天
気
で
す
ね
﹂
と
挨
拶
し
︑
私

も
︑﹁
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
﹂
と

応
え
ま
す
︒
彼
は
︑
リ
ー
ド
を
持
ち

な
が
ら
老
犬
の
ゆ
っ
く
り
と
し
た
歩

み
に
歩
調
を
合
わ
せ
︑
時
に
は
自
ら

も
立
ち
止
ま
り
︑
犬
ヘ
の
気
遣
い
を

見
せ
ま
す
︒
▼
人
間
と
犬
と
は
︑
年

齢
を
重
ね
る
速
度
が
違
い
︑
犬
は
2

年
で
人
間
の
24
歳
ほ
ど
に
達
し
︑
そ

の
後
は
１
年
で
４
～
７
ほ
ど
歳
を
と

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
︒
▼
私
の
飼

い
犬﹁
コ
ー
ギ
ー
・
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
﹂

は
︑
足
が
短
く
愛
ら
し
い
ワ
ン
パ
ク

な
犬
で
す
︒
食
い
し
ん
坊
で
︑
何
で

も
食
べ
た
が
る
性
格
は
主
人
に
似

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒
▼
次
に
︑

犬
を
連
れ
た
年
配
の
女
性
と
す
れ

違
う
の
が
︑
国
道
を
渡
り
住
宅
街
に

入
っ
た
場
所
で
す
︒
快
活
そ
う
な
そ

の
女
性
は
﹁
秋
田
犬
﹂
を
連
れ
て
︑

私
に
﹁
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
︒
気
を

付
け
て
﹂
と
挨
拶
を
し
︑
私
も
︑
先

程
と
は
違
っ
て
少
し
力
強
く
﹁
行
っ

て
来
ま
す
﹂
と
応
え
ま
す
︒
犬
を
散

歩
さ
せ
て
い
る
人
か
ら
よ
く
声
を
掛

け
ら
れ
︑
内
心
﹁
何
だ
か
随
分
と
犬

が
い
る
な
あ
﹂
と
思
い
な
が
ら
ペ
ダ

ル
を
こ
ぎ
ま
す
︒
▼
昔
の
よ
う
に
︑

大
家
族
が
一
緒
に
暮
ら
す
生
活
様
式

か
ら
︑
核
家
族
へ
︑
そ
し
て
夫
婦
2

人
ま
た
は
１
人
暮
ら
し
の
方
々
が

段
々
と
増
え
て
き
た
か
ら
︑
犬
を
飼

う
人
が
増
え
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
︒
▼
犬
を
抱
い
た
り
︑
撫
で
た
り

す
る
と
犬
の
ぬ
く
も
り
が
じ
ん
わ
り

と
肌
を
通
し
て
伝
わ
り
︑
人
間
の
脳

の
中
に
﹁
愛
情
ホ
ル
モ
ン
﹂
と
呼
ば

れ
る
﹁
オ
キ
シ
ト
シ
ン
﹂
が
分
泌
さ

れ
ま
す
︒
こ
れ
に
よ
り
人
間
の
心
に

﹁
癒
し
﹂
と
﹁
安
定
﹂
の
効
果
が
表

れ
る
と
言
い
ま
す
︒
人
間
︑
誰
し
も

1
人
は
寂
し
く
︑
拠
り
所
が
ほ
し
い

の
で
す
！ 

（
山
崎　

薫
）

こ
ち
ら
広
報
室

  

184

　

職
場
に
お
け
る
熱
中
症
の

特
徴
と
し
て
︑﹁
一
般
の
環
境

よ
り
も
高
温
多
湿
の
場
所
が

多
く
み
ら
れ
る
こ
と
﹂︑﹁
業

務
に
従
事
す
る
人
々
は
労
働

者
自
身
の
症
状
に
合
わ
せ
て

休
憩
等
を
取
り
に
く
い
こ

と
﹂︑﹁
運
動
競
技
ほ
ど
に
は

高
い
身
体
負
荷
は
か
か
ら
な

い
も
の
の
身
体
活
動
が
持
続

す
る
時
間
が
長
い
こ
と
﹂︑
そ

し
て
﹁
労
働
安
全
衛
生
保
護

具
の
着
用
に
よ
り
︑
体
熱
が

放
散
し
に
く
い
状
況
に
な
っ

て
い
る
こ
と
﹂
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
︒

　

熱
中
症
を
生
じ
や
す
い
条

① 

Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値︵
暑
さ
指
数
︶

の
低
減
等

場
所
や
日
陰
等
の
涼
し
い
休

憩
場
所
を
設
け
る
︒
ま
た
︑

　

高
温
多
湿
作
業
場
所
で
作

業
を
行
う
労
働
者
に
つ
い
て

は
︑睡
眠
不
足
︑体
調
不
良
︑

前
日
の
飲
酒
︑
朝
食
の
未
摂

取
等
が
熱
中
症
の
発
症
に
影

響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る

こ
と
に
留
意
の
上
︑
日
常
の

健
康
管
理
に
つ
い
て
指
導
を

行
う
と
と
も
に
︑
必
要
に
応

じ
健
康
相
談
を
行
う
こ
と
も

必
要
で
あ
る
︒

　

労
働
者
の
健
康
状
況
等
の

確
認
の
ポ
イ
ン
ト
は
︑
次
の

通
り
︒

① 
風
邪
気
味
な
ど
体
調
不
良

で
は
な
い
か
？

　

体
調
不
良
時
は
︑
体
内
の

水
分
や
塩
分
が
喪
失
す
る
た

め
︑
普
段
よ
り
も
脱
水
症
状

　

暑
熱
や
直
射
日
光
に
さ
ら

さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

作
業
な
ど
に
従
事
す
る
場
合

は
︑
熱
中
症
に
な
る
危
険
性

が
あ
る
た
め
︑
作
業
開
始
前

に
労
働
者
の
健
康
状
態
の
確

認
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ

る
︒

　

こ
の
作
業
前
の
確
認
は
︑

労
働
者
が
自
ら
行
う
の
み
な

当
該
休
憩

場
所
は
臥

床
す
る

（
寝
る
）

こ
と
の
で

き
る
広
さ

を
確
保
す

る
︒

・
高
温
多

湿
作
業
場
所
ま
た
は
そ
の
近

隣
に
氷
や
冷
た
い
お
し
ぼ

が
著
し
く
な
り
︑
熱
中
症
に

な
り
や
す
い
と
い
え
る
︒

② 

前
日
に
飲
酒
が
多
く
な
か

っ
た
か
？

　

前
日
に
飲
酒
量
が
多
か
っ

た
時
は
︑
翌
日
の
起
床
時
に

は
︑
通
常
よ
り
も
脱
水
状
態

に
な
っ
て
い
る
た
め
︑
十
分

な
注
意
が
必
要
で
あ
る
︒

③
朝
食
を
抜
い
て
い
な
い
か
？

　

一
般
的
に
︑
起
床
時
に
既

に
脱
水
状
態
に
な
っ
て
い
る

た
め
︑
そ
の
改
善
に
は
起
床

後
に
水
分
を
摂
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
︒
朝
食
を
し
っ
か

り
摂
る
と
︑
水
分
だ
け
で
な

く
塩
分
も
摂
る
こ
と
が
で
き

る
︒

　

暑
い
日
が
続
く
と
い
わ
ゆ
る

ら
ず
︑
作
業
さ
せ
る
際
に
事

業
者
も
行
う
こ
と
が
必
要
で

あ
る
︒

　

ま
た
︑
作
業
中
は
巡
視
を

頻
繁
に
行
い
︑
声
を
か
け
る

な
ど
し
て
労
働
者
の
健
康
状

態
を
確
認
す
る
︒
複
数
の
労

働
者
に
よ
る
作
業
に
お
い
て

は
︑
労
働
者
同
士
が
お
互
い

の
健
康
状
態
に
つ
い
て
留
意

型
的
な
作
業
と
は
︑﹁
作
業

を
始
め
た
初
日
に
体
へ
の
負

荷
が
大
き
く
︑
休
憩
を
取
ら

ず
に
長
時
間
に
わ
た
り
連
続

し
て
行
う
作
業
﹂
で
あ
る
︒

　

加
え
て
︑﹁
通
気
性
や
透

湿
性
の
悪
い
衣
服
や
保
護
具

を
着
用
し
て
行
う
作
業
﹂
で

は
︑
汗
を
か
い
て
も
体
温
を

下
げ
る
効
果
が
期
待
で
き

ず
︑
熱
中
症
が
生
じ
や
す
く

な
る
︒

　

ま
た
︑﹁
梅
雨
か
ら
夏
季

に
な
る
時
期
で
︑
急
に
暑
く

な
っ
た
際
の
作
業
﹂
な
ど
で

も
熱
中
症
が
生
じ
や
す
く
な

る
︒

業
場
所
の
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
の
低

減
に
努
め
る
︒

・
高
温
多
湿
作
業
場
所
に

は
︑
発
熱
体
と
労
働
者
の
間

に
熱
を
遮
る
こ
と
の
で
き
る

遮
蔽
物
等
を
設
け
る
︒

・
屋
外
の
高
温
多
湿
作
業
場

所
に
お
い
て
は
︑
直
射
日
光

な
ら
び
に
周
囲
の
壁
面
お
よ

び
地
面
か
ら
の
照
り
返
し
を

遮
る
こ
と
が
で
き
る
簡
易
な

屋
根
等
を
設
け
る
︒
ま
た
︑

ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
等
に
よ
る

散
水
設
備
の
設
置
を
検
討
す

る
︒

・
高
温
多
湿
作
業
場
所
に
適

度
な
通
風
ま
た
は
冷
房
を
行

う
た
め
の
設
備
を
設
け
る
︒

②
休
憩
場
所
の
整
備
等

　

労
働
者
の
休
憩
場
所
の
整

備
等
に
つ
い
て
︑
次
に
掲
げ

る
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め

る
︒

・
高
温
多
湿
作
業
場
所
の
近

隣
に
︑
冷
房
を
備
え
た
休
憩

件
は
︑﹁
環
境
﹂﹁
作
業
﹂﹁
人
﹂

に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
︒

　

ま
ず
︑
熱
中
症
が
生
じ
や

す
い
環
境
と
は
︑﹁
高
温
・

多
湿
﹂
で
︑﹁
発
熱
体
か
ら

放
射
さ
れ
る
赤
外
線
に
よ
る

熱
﹂（
輻ふ

く
し
ゃ射
熱
︒
例
え
ば
︑

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
面
か
ら

の
照
り
返
し
な
ど
）が
あ
り
︑

﹁
無
風
な
状
態
﹂
で
あ
る
︒

こ
の
よ
う
な
環
境
で
は
︑
汗

が
蒸
発
し
に
く
く
な
り
︑
体

温
の
調
節
に
は
無
効
な
発
汗

が
増
え
て
︑
脱
水
状
態
に
陥

り
や
す
く
な
る
︒

　

熱
中
症
が
生
じ
や
す
い
典

　

次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず

る
こ
と
等
に
よ
り
︑
当
該
作

り
︑
ま
た
作
業
場
所
の
近
隣

に
水
風
呂
や
シ
ャ
ワ
ー
等
︑

体
を
適
度
に
冷
や
す
こ
と
の

で
き
る
物
品
ま
た
は
設
備
等

を
設
け
る
︒

・
水
分
お
よ
び
塩
分
の
補
給

が
定
期
的
か
つ
容
易
に
行
え

る
よ
う
︑
高
温
多
湿
作
業
場

所
に
飲
料
水
の
備
え
付
け
等

を
行
う
︒

﹁
夏
バ
テ
﹂
に
な
り
︑
朝
食

を
摂
ら
な
い
人
が
増
加
す
る

傾
向
が
あ
る
︒
特
に
︑
熱
中

症
と
な
る
危
険
性
が
あ
る
作

業
に
従
事
す
る
予
定
の
人

は
︑
必
ず
朝
食
を
摂
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
︒

④
寝
不
足
で
は
な
い
か
？

　

睡
眠
は
脳
や
体
を
休
息
さ

せ
る
大
切
な
役
割
が
あ
る

が
︑
そ
の
脳
が
疲
労
し
た
ま

ま
で
は
働
き
が
鈍
く
な
り
︑

注
意
力
や
集
中
力
が
低
下
す

る
と
と
も
に
︑
暑
熱
に
さ
ら

さ
れ
た
体
の
体
温
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
が
難
し
く
な
る
た
め
︑

熱
中
症
に
か
か
り
や
す
く
な

る
可
能
性
が
あ
る
︒

し
︑
体
調
を
伝
え
合
う
こ
と

が
必
要
で
あ
る
︒

　

ま
た
︑
体
調
管
理
の
た
め

の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
な
ど
を
作

成
す
る
こ
と
も
効
果
的
で
あ

る
︒

　

特
に
︑
周
囲
に
人
が
お
ら

ず
︑
１
人
で
作
業
を
行
う
労

働
者
に
は
︑
入
念
な
健
康
状

態
の
確
認
が
必
要
に
な
る
︒

　

労
働
者
を
高
温
多
湿
作
業

場
所
に
お
い
て
作
業
に
従
事

さ
せ
る
場
合
に
は
︑
適
切
な

作
業
管
理
︑
労
働
者
自
身
に

よ
る
健
康
管
理
等
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
︑
作
業
を
管

理
す
る
者
お
よ
び
労
働
者
に

対
し
て
︑
あ
ら
か
じ
め
次
の

事
項
に
つ
い
て
労
働
衛
生
教

育
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ

る
︒

①
熱
中
症
の
症
状

②
熱
中
症
の
予
防
方
法

③
緊
急
時
の
救
急
措
置

④
熱
中
症
の
事
例

厚生労働省労働基準局安全衛生部労働衛生課

　

職
場
に
お
け
る
熱
中
症
で
亡
く
な
る
人

は
、
毎
年
全
国
で
10
人
以
上
に
の
ぼ
り
、

４
日
以
上
仕
事
を
休
む
人
は
４
０
０
人
を

超
え
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
労
働
災
害
防
止
団

体
な
ど
と
連
携
し
て
、
５
月
１
日
〜
９
月

30
日
の
期
間
、「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
熱
中
症　

ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
展
開

し
、
職
場
で
の
熱
中
症
予
防
の
た
め
の
重

点
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
『
広
報
と
ら
っ
く
』
で
は
、
同

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
あ
た
り
、
前
編
に
続
き

事
業
場
に
お
け
る
熱
中
症
予
防
対
策
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
厚
労
省
「
職
場
に
お
け
る

熱
中
症
予
防
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」（
写
真
）

か
ら
、熱
中
症
の
予
防
に
欠
か
せ
な
い「
作

業
環
境
管
理
」
と
「
日
常
の
健
康
管
理
の

ポ
イ
ン
ト
」
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
同
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
厚
労
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

令和２年度「モーダルシフト等推進事業」募集を開始
〜締切は６月12日㈮〜

　国土交通省は５月 12 日より、令和２年度「モーダルシ
フト等推進事業」（補助事業）の募集を開始している。
　対象となる事業は、「総合効率化計画策定事業」、「モーダ
ルシフト推進事業」、「幹線輸送集約化推進事業」の３事業。
なお、モーダルシフト等推進事業については、図に示した
取り組みを重点施策とし、優先的に採択する。
　補助対象事業者は、荷主企業および物流事業者等物流に
係る関係者によって構成する協議会。モーダルシフト等の
物流総合効率化法に基づく取り組みにおいて、協議会の開
催等の事業計画の策定に要する経費への支援を行う（補助
率：定額、上限 200 万円）ほか、モーダルシフトおよび幹
線輸送の集約化について、初年度の運行経費の一部に対す
る支援を行う（補助率：２分の１以内、上限 500 万円）。
　応募期間は、５月 12 日㈫～６月 12 日㈮ 17 時まで。補
助対象事業者の認定（交付決定）は８月初旬頃を予定して
いる。
　申請に関する詳細は、国交省ホームページを参照のこと。

高温多湿な環境では熱中症が多発します。
以下の項目をチェックして、職場における熱中症予防に努めましょう！

□　WBGT値（暑さ指数）の低減に努めていますか？
□　熱への順化期間※を設けていますか？
□　自覚症状の有無にかかわらず水・塩分を摂っていますか？
□　透過性・通気性の良い服を着ていますか？
□　睡眠不足・体調不良ではありませんか？

※熱に慣れ、当該環境に適応させるために計画的に設ける期間。

熱中症予防チェックリスト

5
労
働
衛
生
教
育

「
熱
中
症
を
知
る
」
こ
と
が

熱
中
症
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ

1
職
場
に
お
け
る
熱
中
症
の
特
徴

「
高
温
多
湿
」「
休
憩
を
取
り
に
く
い
」等

の
職
場
環
境
は
特
に
注
意

3
熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
の
日
常
の
健
康
管
理

労
働
者
の
「
体
調
不
良
」
が

熱
中
症
発
症
に
影
響
を
与
え
る

熱中症対策は万全ですか？（後編）

（参考）厚生労働省「熱中症を防ごう！」リーフレット

厚
労
省

「STOP！ 熱中症　クールワークキャンペーン」５月１日〜９月３０日

2
熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
の
作
業
環
境
管
理

様
々
な
措
置
を
講
じ
て

「
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
（
暑
さ
指
数
）」
の
低
減
を

4
労
働
者
の
健
康
状
態
の
確
認

作
業
開
始
前
・
作
業
中
の

健
康
状
態
確
認
を
徹
底

図　令和 2 年度「モーダルシフト等推進事業」重点施策

・荷主や輸送事業者等の連携・工夫（平準化・標準化）による
輸送の効率化（業界団体等で定めた規格を用いた標準化は、さ
らに評価される）

・複数企業による混載または帰り荷を確保したモーダルシフト、地域
内や館内物流、オープン型宅配ボックス等の導入等による共同
配送

・輸送区間の中間点等でスワップボディーコンテナ車両等を活用し
た荷台またはトラクターヘッドをスイッチする等による中継輸送

・鮮度保持機能を有するコンテナを活用したモーダルシフト等、農
産品輸送の効率化（輸出に繋がる農産品輸送の効率化は、さら
に評価される。ただし、補助対象は国内流通区間のみ）

・旅客鉄道等の空きスペースを活用した貨客混載輸送
・物流企業内や企業間の事業再編または企業間の協調的投資を

伴う輸送の効率化

※なお、上記以外の取り組みについても採択される。


